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第１ 業績評価のこれまでの経緯と基本的考え方 

林業・木材製造業労働災害防止協会（以下「協会」という。）では、平成14年４月26

日に閣議決定された「特別の法律により設立される民間法人の運営に関する指導監督基

準」において、「法人の運営に関する重要事項の審議を行う評議委員会等において、法

人の業務実績の評価が行われていること。」とされたことを踏まえ、平成15年６月に外

部有識者で構成される総合評価委員会（以下「委員会」という。）が設置された。 

委員会では平成15年度から同18年度までの４年間、主に調査研究事業を対象に、所要

の意見等を述べてきた。 

平成19年度には、第三者による的確かつ適正な評価を事業計画に反映させた、より効

果的かつ効率的な事業運営を行うことという社会的要請を受け、評価方法等を見直し、

前年度実施事業を対象として業績評価を実施した。 

平成20年度から前年度業績評価の実施状況を踏まえ「業績評価実施要領」を定め、評

価の目的、評価対象事業、評価方法を明確にし、業績評価を実施した。 

平成30年度については、「平成30年度業績評価実施要領」に基づき、同29年度実施事

業を対象として業績評価を実施した。 

具体的な業績評価の実施方法等は、下記の第２に示すとおりである。 

 

第２ 業績評価の実施方法等 

 

１ 評価の対象事業 

業績評価の対象事業は、次の５事業区分における 21 事業とする。 

１ 安全衛生管理活動事業（補助事業）（３事業） 

(1) 業界全体の安全衛生活動底上げにかかる事業 

(2) 林材業における労働災害再発防止対策事業 

(3) 実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（補助事業）（１事業） 

(1) 振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

３ 安全衛生教育支援事業（自主事業）（６事業） 

(1) 安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

(2) 図書・安全衛生用具等の普及 

(3) 月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 
(4) 労働安全・労働衛生標語の募集 
(5) 安全衛生教育テキスト等作成委員会の開催 

 (6) 安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（７事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組の

実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

′ 
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(5) ホームページの運営 
(6) 全国林材業労働災害防止大会等の開催 

(7) 労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

５ 組織体制、事業運営の整備強化（自主事業）（４事業） 

(1) 協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

(2) 理事会・総代会等の開催  

(3) 支部長会議等の開催  

(4) 情報セキュリティ対策の推進 

 

＜参考＞ 

補助事業：広く一般国民に対して公益上必要があると認められる事業で、国

等の補助金により実施した事業。 

自主事業：協会の趣旨・目的に沿って、自主財源により実施した事業。 

 

２ 評価の方法 

（１）評価方式は、個別事業ごとの評価、事業区分ごとの評価及び全体を通じた

総合評価とする。 

ア 個別事業評価及び事業区分評価は、上記 1 の 21 事業、５事業区分につい

て、それぞれ、次の観点を総合的に勘案して行う。 

（ア）事業目的は達成されているか。 

（イ）効率的かつ適正な事業運営となっているか。 

（ウ）事業場等の自主的な労働災害防止活動の促進に寄与しているか。 

（エ）専門性を活かした事業の推進は図られているか。 

（オ）調査研究事業にあっては、その成果が事業場における安全衛生の推進

に役立つ課題となっているか。 

イ 自主事業のうち収益事業については、上記アに事業基盤の強化に繋がって

いるかを加え、評価を行う。 

ウ 総合評価は、ア及びイの個別事業評価及び事業区分評価の結果を踏まえ、

協会の設立目的に照らし、事業活動の全般について、次の観点から見た寄

与度について行う。 

（ア）労働災害の防止 

（イ）財政基盤の強化 

 

（２）評価の区分 

評価は、次の評価区分（５段階）とし、数字で表す。 

大変良い ５ 

良い ４ 

普通 ３ 

やや不十分である ２ 

不十分である １ 
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（３）評価の手順等 

ア 事務局における事前の資料作成 

業績評価の対象となる事業の実績に関する資料を作成する。 

数値化できるものは数値化し、自己評価点及び必要に応じてその評価点を

付けた理由を記入した業績評価シートを作成する。 

イ 委員への資料送付等 

（ア）事務局で作成した資料（災害状況報告、収支決算書及び関連資料を含

む。）を委員会委員あて事前に送付する。 

（イ）各委員は、委員コメント表に、事業ごとのコメント及び総合コメント

を記入して事務局に送付する。 

（ウ）委員のコメントを、個別事業ごとに整理して、委員会に資料として提

出する。 

ウ 委員会による評価 

委員会は、事務局から事前送付された資料、各委員の個別事業ごとのコメ

ント、総合コメント及び事務局からの事業報告をもとに議論を行い、委員会

としての評価を行う。 

具体的には、 

（ア）委員会は、事務局からの事業報告を受けた後、各委員は業績評価表を

作成し、事務局に提出する。 

（イ）事務局は、各委員から提出された業績評価表を集計し、平均値を算出

して委員会に提出する。 

平均値は、各委員の評価点の合計を、委員数で除し、小数点第２位を四

捨五入する。 

（ウ）委員会は、事務局から提出された業績評価表の平均値をもとに議論を

行い、業績評価総括表を作成する。 

（エ）委員会としての業績評価報告書（事業区分評価、総合評価及び総括的

コメントにより構成されるもの。）を作成し、後日、会長に提出する。 

（注）総括的コメントは、委員長一任とし、各委員のコメント及び委員会

での議論をもとに作成する。 

 

第３ 業績評価の実施及び結果 

 

１ 業績評価の実施 

（１）第１回委員会の開催 

平成30年７月19日（木）に平成30年度第１回委員会を開催した。 

事務局から平成29年度事業計画、同29年度事業報告等の資料をもとに同29年度実

施事業の説明を行った後、同30年度における業績評価対象事業及び業績評価の方法

等について、「平成30年度業績評価実施要領」を定め、業績評価を実施することと

決定した。 
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（２）第２回委員会の開催 

平成30年12月７日(金)に平成30年度第２回委員会を開催した。 

平成29年度実施事業について、各委員から寄せられた業績評価シートに係る質

問・意見等を取りまとめた委員コメントに関して事務局が説明を行った後、「補助

事業」２事業区分及び「自主事業」３事業区分ごとの個別評価及び総合評価につい

て審議し、委員会としての業績評価を行った。 

 

２ 業績評価の結果 

前記第１の業績評価のこれまでの経緯と基本的考え方及び前記第２の業績評価の

実施方法等により業績評価を行った結果、平成29年度に実施した事業全般について、

労働災害防止団体としての専門性を生かし、効果的かつ効率的な事業運営に努めたこ

とにより、概ね事業計画に沿って順調に事業が遂行され、その目的が達成されている

ものと認められる。 

したがって、総合評価は「４」とする。 

委員会としての事業区分ごとの業績評価は、次表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項    目 評  価 

Ⅰ補助事業 

１ 安全衛生管理活動事業（３事業） ４ 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（１事

業） 
５ 

      ［補助事業全体］ ４ 

Ⅱ自主事業 

３ 安全衛生教育支援事業（６事業） ４ 

４ 安全衛生対策支援事業（７事業） ４ 

５ 組織体制、事業運営の整備強化（４事業） ４ 

      ［自主事業全体］ ４ 

総 合 評 価 ４ 
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３ 事業評価を行った委員の総合コメント等 

各委員からは、平成29年度実施事業に対する業績評価を実施した結果を踏ま

え、事業の実施状況、その他全体的な感想などを含め次のような意見、指摘が

あった。 

（１）事業全体に対する総合コメントについて 

総合的に見て事業計画に沿い、ほぼ順調に事業が遂行されているという評

価がなされ、次のコメントがあった。 

・協会の業務全体の改革について、委員会の報告に基づき鋭意努力され、

協会のコンプライアンス、ガバナンス等に成果がみえ、今後さらによい

結果が出ることを期待したい。 

・協会の組織体制の見直し、本部・支部の連携強化が具現化しつつある。

その効果が協会全体の業務運営の向上に結びついていることを評価し

たい。支部、本部の連結強化によって、協会会員のみならず業界全体の

安全レベルが向上することを期待したい。 

・補助事業については出前（集団）指導会等新しい工夫もあり、業界全体

の安全衛生水準の向上に大いに役割を果たしている。自主事業について

は安全衛生対策支援事業、林材業労働災害防止計画目標達成のための事

業において様々な取組が行われており評価したい。その他の自主事業に

ついても、図書、講習会テキストの製作等適時・適切な事業を展開して

いると評価できる。 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

・平成29年度は、第12次労働災害防止計画の最終年に当たっている。特  

に平成28年度は死亡災害が多く発生し、平成29年度は、目標を超えると

いう危機感があった。全体の取組もこのような雰囲気が感じられ、事業

に反映されたことは評価できる。しかし結果は、死亡災害について計画

目標を超えた。その中にあって、事業として協会本部、支部一体となり

労働災害防止計画の達成に努力してきたところではあるが、新たな取組、

分析、工夫といったことが足りなかったのではないか。例えば省庁は異

なるが、林野庁の緑の雇用における研修、講習等と連絡を取り合い、安

全教育をより徹底するとか、より一層の努力が必要である。 

・第12次労働災害防止計画の最終年度として、同計画の目標達成に向け 

て労働災害防止事業に取り組んできたが、結果として死亡者数の数値目

標は達成されなかった。毎回数値目標を立て努力しているが、なかなか

数値目標をクリアできないでいる。今の事業の追随だけでは死亡災害ゼ

ロに向けての展望は開けないのではないか。 

・事業課題全般をみると、協会内の定常の事務的課題が多く、新たな展  

開を模索する事業課題は少なかった。業界唯一の機関として当協会の存

在を積極的に示していくためには、当協会の会員だけでなく「業界全体

の安全衛生活動底上げにかかる事業」のような業界全体を展望した事業

が必要であり、より多くの人たちの労働安全衛生や労働災害防止に寄与
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する事業展開が求められる。また、今後を見据えて労働安全衛生・労働

災害防止の新しい考え方或いは手法やシステムを模索するような新た

な価値を創造する事業にも取り組まれたい。 

・限られた人員や経費の中でよく林業・木材製造業の労働災害の防止に 

取り組んでいる。まだまだ重篤な労働災害の防止のために良い方策を考

え実行に移していただきたい。 

・死亡者数がなかなか減少しない中で、死傷者数は着実に減少しており、

事業の成果と思われる。外国人実習生、在留資格制度等が拡充される方

向にある中で、外国人労働者の災害防止対策が益々重要となっている。

日本語を理解させることも重要であるが、せめて英語のテキスト等の拡

充はできないか。 

   

（２）補助事業について 

補助事業に関しての委員コメントは次のとおりである。 

ア 安全衛生管理活動事業（平成29年度事業計画及び事業実績Ⅰ-１） 

（ア）業界全体の安全衛生活動底上げにかかる事業 

・１企業あたり10事業場以上の目標に対し、個別指導および安全管理士等

により目標を上回る現場安全パトロール、個別指導の実績は評価できる。 

・林業・木材製造業は、作業者が高速回転する刃物のそばで作業すること

が多く、労働災害が他業種に比べて多い傾向がある。労働災害防止の活

動は着実に行われてきており、想定どおりの業績を上げつつある。 

・企業の自主的技術支援事業における事業所指導を積極的に行った。安 

全管理士の集団指導等についても目標を大きく上った。 

・安全管理士等による現場安全パトロール等による個別指導、集団指導 

実施回数は目標を大きく上回り、このような活動が平成29年の休業４日

以上の死傷災害において16％減少の背景にあるものと考えられ、大いに

評価できる。上半期における死亡災害発生状況を分析し、「死亡労働災

害の発生状況の特徴と対策」のリーフレットを作成しているが、これが

集団指導、個別指導において類似災害防止の取組に活用されたことなど

も大いに役立ったのではなかろうか。 

・業界全体の労働災害撲滅の成果を上げるため、非会員を含め、安全管  

理士による安全衛生水準向上に鋭意努力したことが認められる。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・リスクアセスメントのフォローアップの更なる取組を期待する。 

・安全管理士等が行う事業場の個別指導及び集団指導の取組では、リス 

クアセスメント定着に向けたフォローアップの実施回数が目標より下

回り、企業・業界団体参加の事業指導でもリスクアセスメントフォロー

アップの指導要請は少ない。リスクアセスメントの必要性をさらに喚起

していくことが求められる。 
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（イ）林材業における労働災害再発防止対策事業 

・林材業における死亡災害防止のための災害多発警報の発令強化、現場 

安全パトロール、緊急集団指導会、ポスター等による啓発等の活動強化

がなされた。 

・死亡労働災害多発警報を積極的、効果的に発令し、再発防止対策を徹  

底した。警報発令に係る要綱を改正、安全管理士のための集団指導マニ

ュアルチェックリストを作成し、一層実効性のある防止対策を実施した。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・災害発生した小規模事業場への集中指導も行われているが、更なる実 

績の積み重ねが期待される。 

・現場安全パトロール、ポスター掲示、のぼり旗設置など労働災害再発  

防止の啓蒙に力を入れて、実行、それなりに成果があったと思うが、実

際に成果についてどうだったのか、結果の追求が必要ではないか。 

・林業における平成28年死亡者数41名、29年40名、木材・木製品製造業で

は平成28年死亡者数９名、29年６名と29年は対前年比微減であったのに、

死亡労働災害多発警報発令回数が増えている。 

 

（ウ）実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業 

・木材製造業のリスクアセスメントの集団指導会では講習時間の短縮や 

出前（集団）指導会などして受講者の参加に苦心しているが、依然とし

て少ないようである。リスクアセスメントの重要性を定性的な言葉だけ

でなく定量的に具体的な事例やデータ等をもとに示すことができない

か。 

・林業におけるリスクアセスメントの集団指導会の受講者数は、目標を 

大きく上回ったものの、木材製造業における受講者数は、目標を下回り、

実施に当たっての工夫が必要である。 

・リスクアセスメントは作業場所が変化する林業より、作業場所が固定 

している木材・木製品製造業のほうが受け入れやすいと考えていたが、

木材・木製品のほうが集団指導会の参加状況が低調である。29年度にお

いては、出前指導会を実施するなど工夫が見られた。林業に関する記述

と思われるが、「業界全体の安全衛生活動底上げに係る事業」の項でも

「リスクアセスメントの定着に興味を示した事業場が少なかった」旨の

報告や、「安全衛生教育等の実施と資格取得の促進」の項でリスクアセ

スメント実務研修が低調である実績もあり、リスクアセスメントについ

て業界全体に理解がいきわたるにはもう少し時間が必要かもしれない。

木材・木製品製造業に係る出前指導会等の継続実施を望む。 

などの意見・提言があった。 
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イ 労働災害防止特別活動推進事業（平成29年度事業計画及び事業実績Ⅰ-２） 

（ア）振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

・特殊健診受診者の実績は、昨年比315名増の19,344人であった。1年間  

未受診者への勧奨（0.9％改善）、３年間未受診率は0.6％改善し、目標

の10％以内の達成まであと一歩と受診率向上に向けた地道な事業展開

を評価したい。 

との評価を受けた。 

 

（３）自主事業について 

自主事業に関しての委員コメントは次のとおりである。 

ウ 安全衛生教育支援事業（平成29年度事業計画及び事業実績Ⅱ-３） 

（ア）安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

・講習会等の受講生は、平成28年度は39,033人であったのに比し、平成  

29年度はほぼ横ばいの38,455人であった。本部における「講師養成研修」、

安全衛生教育情報の提供等取組強化が図られた。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・29年度の技能講習受講者は28年度実績を下回り、安全衛生特別教育受 

講者は28年度を上回っている。中長期で見なければいけないが、木材・

木製品製造業において取組が低調であるとしたら、リスクアセスメント

での懸念もあり、林災防として再検討をする必要があるかもしれない。 

 

（イ）図書・安全衛生用具等の普及 

・チェーンソー作業と刈払機作業のテキストに映像配信のＱＲコードを 

付加し内容の充実を図っており、主要テキストとして一層有用なものに

なった。前年度同様、自主事業として収益面でも貢献している。  

との評価を受けた。 

 

（ウ）月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 

・林材業関係の人口減の中、発行部数を最小限に止めている。業界唯一  

の専門誌として多少の収益性を度外視して、これからも継続的に制作・

発刊に努力してほしい。 

・月刊情報誌「林材安全」は、林材業労災防止協会の機関誌として、その

普及と広報に役立っている。記事の内容からすると長い連載記事が多く

マンネリの感がある。 

などの意見・提言があった。 

 

（エ）労働安全・労働衛生標語の募集 

・労働安全・労働衛生標語の募集についての工夫、ポスター発行につい  

ての写真版の作成など工夫がみられ、部数も順調に販売されているなど

評価できる。 
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との評価を受けた。 

 

（オ）安全衛生教育テキスト等作成委員会の開催 

・災防規程の改訂版の発行並びに解説版の発行において検討したことは 

評価できる。また５年を経過した車両系の特別教育についてのテキスト

の見直し、かかり木処理に関するテキストの見直しについての検討を審

議していることなど評価できる。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・毎年既存のテキストの改訂を中心に発刊を行っているが、年度毎、どの

関連項目のテキストを取り上げるのかを決めているのか。時代に即応し、

しかも先を予想し数年を見越した計画の中で、どの種のテキストを発刊

するか等の検討が必要と思われる。 

 

（カ）安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

・前年度とほぼ同様に推移している。安全衛生教育の講師の資格や免許 

状等の認定はどの様になっているのか。 

との意見・提言があった。 

 

エ 安全衛生対策支援事業（平成 29 年度事業計画及び事業実績Ⅱ-４） 

（ア）「林材業労働災害防止計画(５カ年計画)」の目標達成に向けた取組の実 

  施 

・平成25～28年に発生した林業及び木材製造業等死亡労働災害を分析し、

結果を踏まえた再発防止対策をまとめた冊子の配布、「今日の作業ポイ

ント」カード（小冊子）、熱中症対策リーフレット作製等を通じて死亡

労働災害防止に貢献した。 

・労働行政と連携した合同現場パトロール、林材業死亡労働災害多発警 

報発令要綱に基づく労働災害再発防止対策、林業STOP！熱中症クールワ

ークキャンペーン等、きめ細かい対応がされている。林業においては、

死亡災害は１名減少にとどまったが、休業４日以上の死傷災害は247名

の大幅減につながったものと評価できる。さらに、５か年計画最終年度

として、「死亡労働災害の発生状況の特徴と対策」のリーフレットを作

成し、本部から直接会員事業場に送付し、類似災害防止の取組を徹底し

たことも評価できる。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・第12次労働災害防止計画目標に対し、災害防止対策の冊子、あるいは 

「今日の作業ポイント」カード(小冊子）を作成し会員に配布、など熱

心に啓蒙運動をしたことは評価できる。死亡事故が減らないのはなぜか、

追求すべき課題である。 

・第12次労働災害防止計画の最終年に当たり労働災害防止対策にいろい 

ろと取り組んできたが、災防計画の目標である死亡者数36人以下の数値
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目標は達成されなかった。新たな災防計画に向けて、労働災害防止対策

に一層の努力強化が望まれる。 

 

（イ）「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

・災防規程及び同規程の変更等についてリーフレット等により普及に努 

めるとともに集団指導、パトロール等により同規程の遵守徹底の指導に

努めた。 

との評価を受けた。 

 

（ウ）「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

・林材業労働災害防止月間の設定と全国安全週間を設定し、定期的に作 

業者等に安全意識を喚起することは有効である。平成29年度は特に死亡

事故が多発したことから、全会員事業場に緊急死亡撲滅に向けた取組を

通知、講習、パトロールにより取り組んだことなど評価できる。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・安全パトロールは会員だけでなく、他の機関との連携が効果ある。安  

全パトロール員（安全衛生指導員）の養成は必要ないか。 

 

（エ）労働災害情報の収集分析と提供 

・死亡災害事例速報（随時）、労働災害発生状況速報（毎月）の発行等、

定期的に災害統計等の情報を提供することは事業者への注意喚起等意

義が大きい。もちろん、この分析に基づき、緊急警報発令等の諸対策に

結びついており、大事な仕事であると評価できる。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・労働災害情報の収集と広報については、よくやっていると感じられる。

災害事例の分析もしているが、結果について活用を積極的に実施すべき

ではないか。 

・労働災害の情報提供は労働災害防止対策の一丁目一番地である。情報 

収集はできる限り現地検証等を行い、より正確なものが望まれる。 

 

（オ）全国林材業労働災害防止大会等の開催 

・28年度の香川大会には及ばなかったが、目標数にほぼ近い参加者を得 

るなど第54回大会（滋賀）を成功させたことは大いに評価できる。参加

者のアンケート結果でも概ね高い評価を受けており、事業目的は達成さ

れている。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・マンネリズムにならないように大会ごとに特色を出すことが望まれる。 

 

（カ）労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

・例年同様、事業計画どおり実施された。優良表彰事業場や個人表彰者 
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を逐次情報誌等で紹介し、より多くの人たちの励みになるものにした 

い。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・各事業者がエンカレッジされるような表彰制度であってほしい。 

 

オ 組織体制、事業運営の整備強化（平成29年度事業計画及び事業実績Ⅱ-５） 

（ア）協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

・支部運営資金の承認交付、改正会計規定に基づく、本部・支部会計の  

統一化に係る会計指導の実施等支部へのガバナンスに関する体制が整

えられつつある状況について評価できる。 

との評価があった。 

 

（イ）理事会・総代会等の開催 

・理事会・総代会等は開催数を限定せず、必要に応じて開催し、事業計  

画、事業予算等協会運営の整備強化に対処されたい。 

との意見・提言があった。 

 

（ウ）情報セキュリティ対策の推進 

・情報セキュリティ対策に係る教育訓練、監査等の実施により、セキュリテ

ィの向上が図られているものと推察する。 

との評価を受けた。しかしながら、次の意見・提言があった。 

・電子的な手段を利用した情報のやり取りが多い当世の情報社会では、 

安全性や信頼性の確保に当該事業は不可避なものである。組織において

は、様々な情報セキュリティ上のリスクに対して対策の方針や規則が必

要であり、情報セキュリティマネジメントを確実に実行する体制が必要

となる。 
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○ 委員会開催の経過 

（１）第１回委員会（平成30年７月19日（木）開催） 

平成29年度実施事業説明、平成30年度業績評価実施要領について 

（２）第２回委員会（平成30年12月７日（金）開催） 

個別事業評価及び総合評価の検討審議、業績評価の決定について 

 
○ 委員名簿 

井上 源基（国立大学法人 鹿児島大学 客員教授） 

 

片平 成行（静岡県林業技術者協会 会長） 

 

川喜多 進（日本合板工業組合連合会 専務理事） 

 

喜多山 繁（国立大学法人 東京農工大学 名誉教授） 

 

○小林 洋司（国立大学法人 東京大学 名誉教授） 

 

只野  祐（公益社団法人 全国労働衛生団体連合会 専務理事） 

 

宮下 和久（公立大学法人 和歌山県立医科大学 学長） 

                        ・五十音順、○印は委員長 
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し
て
「
安
全
衛
生
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
等
に
つ
い
て
」
を
指
導
し
た
。
 

 
 
 
 
ま
た
、
本
部
は
地
方
安
全
管
理
士
等
が
集
団
指
導
で
使
用
す
る
資
料
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
労
働
災
害
の
発

生
状
況
に
関
わ
る
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
 

イ
 
企
業
・
業
界
団
体
等
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
年
間
）
 

駐
在
安
全
管
理
士
等
が
日
本
製
紙
株
式
会
社
と
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社
の
出
先
機
関
及
び
下
請
け
事
業
場
で

構
成
す
る
地
区
連
絡
協
議
会
等
に
積
極
的
に
参
画
し
、
年
間
安
全
衛
生
計
画
の
作
成
に
関
わ
る
指
導
助
言
を
行
っ

た
。
 

ま
た
、
日
本
製
紙
株
式
会
社
及
び
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社
の
出
先
機
関
等
が
計
画
的
に
実
施
す
る
集
団
指
導
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
個
別
指
導
及
び
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
安
全
管
理
士
等
が
積
極
的
に
参
加

し
、
技
術
的
な
支
援
を
行
っ
た
。
特
に
、
災
害
の
多
い
立
木
伐
採
作
業
を
実
施
し
て
い
る
現
場
で
は
、
労
働
災
害
防

止
に
関
わ
る
作
業
手
順
、
作
業
方
法
等
、
技
術
的
な
指
導
を
行
っ
た
結
果
、
好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

日
本
製
紙
株
式
会
社
及
び
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社
に
対
す
る
主
な
技
術
支
援
は
次
の
と
お
り
 

実
 
施
 
項
 
目
 

日
本
製
紙
株
式
会
社
 

王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社
 

安
全
衛
生
教
育
を
含
め
た
集
団
指
導
 

 
 
7回

 
47
事
業
場
 

 
 
 2
回
 
8事

業
場
 

個
別
指
導
 

8事
業
場
 

 
 
 
 
 
7事

業
場
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

8事
業
場
 

 
 
 
 
 
4事

業
場
 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

2事
業
場
 

 
 
 
 
 
－
 

 

 
 
 
平
成
２
９
年
度
事
業
計
画
及
び
事
業
実
績
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

・
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析

 
［
支
部
］

 
支
部
は
、
当
該
事
業
に
係
る
本
部
実
施
事
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項
を
本
部
と
連
携

の
上
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

 
ア
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
業
界
全
体
の
技
術
指
導
に
係
る
協
力

 
イ
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
事
業
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
等

 
 
 
 
・
事
業
場
に
対
す
る
集
団
指
導
、
個
別
指
導
に
つ
い
て
連
携
し
て
実
施
す
る
。

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
業
・
木
材
製
造
業
の
企
業
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
技
術
支
援
（
2
企

業
・
団
体
）

 
イ
 
企
業
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
1企

業
・
業
界
団
体
当
た
り
10
事
業
場
以
上
）

 
ウ
 
集
団
指
導
（
15
0回

以
上
）

 
エ
 
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

よ
る
個
別
指
導
の
実
施
（
33
0回

以
上
）

 
オ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
15
0回

以
上
）

 
 

（
２
）
林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
事
業
 

「
災
防
計
画
」
は
平
成
29
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
労
働
災
害
の
目

標
値
で
あ
る
「
平
成
29
年
に
お
い
て
、
36
人
（
林
業
31
人
、
木
材
製
造
業
5人

）
を
下
回
る

こ
と
。」

の
達
成
を
目
指
す
。

 
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
林

材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
」
の
発
令
に
当
た
り
、
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
当
該
支
部

と
の
連
携
し
た
取
組
み
、
ま
た
、
安
全
管
理
士
及
び
専
門
調
査
員
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤

な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指
導
に
よ
り
、

一
層
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施

 
（
ア
）
緊
急
集
団
指
導
の
実
施

 
（
イ
）
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
よ
る
個
別
指
導

 
（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導
・
助

 
言

 
（
エ
）
そ
の
他
、
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
再
発

防
止
対
策
の
実
施

 
イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導

 

ウ
 
安
全
管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導
及

び
集
団
指
導
等
の
取
組
み
 

実
 
施
 
項
 
目
 

業
務
目
標
 

実
施
都
道
府
県
 

実
 
施
 
回
 
数
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導
 

33
0回

以
上
 

41
都
道
府
県
 

36
3回

 

集
団
指
導
 

15
0回

以
上
 

39
都
道
府
県
 

24
5回

 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に

向
け
た
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

15
0回

以
上
 

23
都
道
府
県
 

57
回
 

エ
 
林
材
業
労
災
防
止
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
活
動
支
援
事
業
専

門
調
査
員
か
ら
死
亡
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析
に
つ
い
て
は
、
20
回
実
施
し
た
。
 

オ
 
専
門
調
査
員
の
技
術
指
導
レ
ベ
ル
の
充
実
を
図
る
た
め
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
別
会
議
を
7月

～
9月

に
実
施
し
た
。
 

    （
２
）
林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
事
業
 

死
亡
労
働
災
害
が
地
域
で
多
発
し
た
場
合
に
は
、
発
生
地
域
で
の
重
点
的
か
つ
集
中
的
な
労
働
災
害
防
止
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
発
生
地
区
の
支
部
に
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
警
報

の
発
令
を
行
い
、
本
部
（
安
全
管
理
士
、
専
門
調
査
員
）、

支
部
（
分
会
）
及
び
関
係
行
政
機
関
等
が
一
体
と
な
り
、

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
緊
急
集
団
指
導
会
の
開
催
等
効
果
的
な
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
再
発
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
た
。
 

ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施
 

（
ア
）
発
令
支
部
 

・
林
業
 
 
 

北
海
道
支
部
(3
回
)、

宮
崎
県
支
部
(2
回
)、

岩
手
県
支
部
(2
回
)、

鹿
児
島
県
支
部
、
岐
阜
県
支
部
、
 

高
知
県
支
部
、
青
森
県
支
部
、
愛
知
県
支
部
の
8支

部
 

・
木
材
製
造
業
 

広
島
県
支
部
、
奈
良
県
支
部
、
三
重
県
支
部
、
岐
阜
県
支
部
の

4
支
部
 

 

平
成
29
年
度
の
警
報
発
令
支
部
 

林
 
  
 業

 
8支

部
12
回
 

木
材
製
造
業
 

4支
部
 4
回
 

（
イ
）
支
部
の
取
組
 

・
支
部
長
名
に
よ
り
会
員
事
業
主
に
対
し
て
通
知
を
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
労
働
災
害
が
発
生
し
た
事
業
場
に
対
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ア
）
集
中
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
の
作
成

 
（
イ
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成

 
（
ウ
）
林
業
・
木
材
製
造
業
事
業
場
に
対
す
る
教
育
教
材
の
提
供

 
（
エ
）
集
中
指
導
を
行
っ
た
事
業
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

 
 
 
（
オ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
助
言
・
指
導

 
［
支
部
］

 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
関
係
行
政
機
関
及
び
本
部
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

 
・
安
全
管
理
士
等
と
連
携
し
て
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
緊
急
集
団
指
導

及
び
個
別
指
導
を
実
施
す
る
。

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
へ
の
集
中
指
導
（
12
事
業
場
以
上
）

 
イ
 
集
団
指
導
（
24
回
以
上
）

 
ウ
 
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

よ
る
個
別
指
導
の
実
施
（
24
回
以
上
）

 
エ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
12

回
以
上
）

 
                  

す
る
指
導
を
集
中
的
に
行
っ
た
。
 

・
労
働
局
、
森
林
管
理
局
、
都
道
府
県
、
関
係
団
体
、
事
業
発
注
機
関
へ
協
力
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
報
道
機

関
に
対
し
て
報
道
を
要
請
し
た
。
 

・
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
て
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
緊
急
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事

業
場
事
業
主
に
よ
る
自
主
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
一
斉
自
主
点
検
を
実
施
し
た
。
 

・
関
係
協
力
団
体
、
支
部
、
分
会
及
び
労
働
災
害
が
発
生
し
た
会
員
事
業
場
等
を
中
心
に
「
労
働
災
害
多
発
警
報

発
令
中
」
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
労
働
災
害
の
発
生
を
注
意
喚
起
す
る
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
実
施
し
、
会
員
事

業
場
等
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。
 

  
 
 実

 
施
 
項
 
目
 

 
実
 
 
績
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

44
9事

業
場
 

 
緊
急
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
  
 7
2回

 

 
ポ
ス
タ
ー
掲
示
 

1,
1
14
箇
所
 

 
の
ぼ
り
旗
の
設
置
 

 
 
81
8箇

所
 

 （
ウ
）
警
報
発
令
し
た
際
に
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
の
ぼ
り
旗
は
、
平
成
26
年
に
作
成
し
て
か
ら
3年

を
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ポ
ス
タ
ー
及
び
の
ぼ
り
旗
そ
れ
ぞ
れ
1種

類
で
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
ポ
ス
タ
ー

は
林
業
と
木
材
製
造
業
の
2種

類
と
し
、
の
ぼ
り
旗
は
林
業
5種

類
、
木
材
製
造
業
は
3種

類
に
増
や
し
、
警
報
発

令
支
部
へ
配
付
し
た
。
 

ま
た
、
支
部
の
取
組
時
期
を
早
め
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
が
災
害
速
報
値
を
発
表
し
た
翌
日
か
ら
警
報
発
令
に

係
る
取
組
が
実
施
で
き
る
よ
う
要
綱
の
一
部
を
変
更
し
た
。
 

イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
へ
の
集
中
指
導
 

安
全
管
理
士
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指

導
を
実
施
す
る
た
め
、
集
中
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
及
び
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
集
団
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
一
層
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。
 

 

実
 
施
 
項
 
目
 

 
業
務
目
標
 

 
 
実
 
 
績
 

 
 
集
中
指
導
事
業
場
数
 

 
12

事
業
場
 

 
 
13

事
業
場
 

 
 
集
団
指
導
回
数
 

 
24

回
以
上
 

 
 
12

回
 

 
 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導
回
数
 

 
24

回
以
上
 

 
 
40

回
 

 
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

 
12

回
以
上
 

 
 
 8

回
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
３
）
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め
の
安
全
衛
生
教
育
訓
練
事
業
 

近
年
の
林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
死
傷
年
千
人
率
、
強

度
率
に
お
い
て
、
他
の
産
業
に
比
べ
突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
林
業
向
け
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
に
関

す
る
集
団
指
導
会
を
開
始
し
、
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
木
材
製
造
業
向
け
の
実
践
的

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
に
関
す
る
集
団
指
導
会
を
開
始
し
た
。
各
事
業
場
に
お
い
て
、

こ
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
促
進
・
定
着
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

事
業
主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
を
対
象
に
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
。
 

 
 
 
平
成
28
年
度
で
は
、
木
材
製
造
業
向
け
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
に
係
る
集

団
指
導
会
の
参
加
者
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
事
業
場
の
代
表
者
又
は

安
全
管
理
担
当
者
等
が
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
1人

の
参
加
に
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
木
材
加
工
工
場
に
お

い
て
は
、
1人

作
業
(単

独
作
業
)が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
多
く
の
労
働
者
が
集
団
指
導
を
受
講
し
、
各
事
業
場
に

お
い
て
定
着
を
図
る
た
め
に
、
木
材
製
造
業
で
あ
っ
て
10
名
以
上
参
加
で
き
る
場
合
は
、

当
該
事
業
場
に
出
張
し
て
行
う
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
新
た
に
導
入
す
る
。
 

 
 
 
な
お
、
安
全
管
理
士
等
は
、
支
部
が
行
う
集
団
指
導
会
等
に
つ
い
て
指
導
・
援
助
を
行

う
。

 
ア
 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
、
集
団
指
導
会
を
開
催
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
集
団
指
導
会
受
講
対
象
者
 

 
 
 
 
 
林
材
業
事
業
場
の
事
業
主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
集
団
指
導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
1
日
間
（
4
時
間
程
度
）
と
し
て
、
以
下
の
内
容
を
軸
に
実
施

す
る
。
 

 
 
 
 
ａ
 
演
習
を
主
体
と
し
た
実
践
的
簡
易
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
 
ｂ
 
災
害
事
例
の
紹
介
 

イ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
、
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
開
催
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
出
前
（
集
団
）
指
導
会
受
講
対
象
者
 

 
 
 
 
 
木
材
業
事
業
場
の
事
業
主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
１
日
間
（
3
時
間
程
度
）
と
し
て
、
以
下
の
内
容
を
軸
に
実
施

す
る
。
 

（
３
）
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め
の
安
全
衛
生
教
育
訓
練
事
業
 

近
年
の
林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
死
傷
年
千
人
率
、
度
数
率
、
強
度
率
に
お
い
て
他
の
産
業
に

比
べ
突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
林
業
、
平
成
28
年
度
か
ら
木
材
製
造
業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
を
実

施
し
て
き
た
。
 

木
材
製
造
業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
つ
い
て
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

等
の
理
由
か
ら
、
受
講
者
数
が
目
標
を
下
回
っ
た
た
め
、
多
く
の
作
業
者
が
集
団
指
導
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
10
名
以

上
受
講
で
き
る
場
合
は
、
当
該
事
業
場
に
出
張
し
て
行
う
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
平
成
29
年
度
に
新
た
に
導
入
し
て

実
施
し
た
。
 

ア
 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

全
国
47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
木
材
製
造
業
及
び
林
業
の
集
団
指
導
会
を
開
催
し
、
林
材
業
事
業
場
の
事
業

主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
に
対
し
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
等
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
実
践
的
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
演
習
を
行
っ
た
。
 

イ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

木
材
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
受
講
を
希
望
す
る
事
業
場
に
出
向
い
て
行
う
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
午
前
又
は
午
後
の
半
日
で
講
習
が
終
了
す
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
1日

間
（
3時

間
程
度
）
に
短
縮

し
て
演
習
を
実
施
し
た
。
 

ウ
 
林
業
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
 

林
業
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
は
3年

目
と
な
り
、
2度

受
講
す
る
者
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
演
習
事
例
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
及
び
記
録
書

の
利
用
方
法
の
講
習
を
省
略
し
て
、
受
講
時
間
を
24
0分

か
ら
15
0分

に
短
縮
で
き
る
よ
う
に
集
団
指
導
会
実
施
要
領

を
変
更
し
た
。
 

集
 
団
 
指
 
導
 
会
 

業
務
目
標
 

実
施
回
数
 

受
講
者
数
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
木
材
製
造
業
版
）
導

入
の
た
め
の
集
団
指
導
会
 

1,
0
00
名
 

38
回
 

  
5
15
名
 

出
前
集
団
指
導
（
木
材
製
造
業
版
）
 

1,
0
00
名
 

31
回
 

  
3
82
名
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
林
業
版
）
導
入
の
た

め
の
集
団
指
導
会
 

1,
0
00
名
 

83
回
 

2,
5
64
名
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 
 
 
 
ａ
 
演
習
を
主
体
と
し
た
実
践
的
簡
易
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
 
ｂ
 
災
害
事
例
の
紹
介
 

［
支
部
］

 
集
団
指
導
会
及
び
出
前
（
集
団
）
指
導
会
に
つ
い
て
、
47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
、

会
員
等
に
対
し
勧
奨
を
行
い
、
林
業
と
木
材
製
造
業
の
各
々
に
つ
い
て
開
催
す
る
。
 

ア
 
出
席
者
数
に
つ
い
て
 

集
団
指
導
会
は
1回

20
名
以
上
を
目
標
と
し
、
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
す
る
場

合
は
1回

10
名
以
上
と
す
る
。

 
イ
 
受
講
対
象
者
に
つ
い
て

 
ａ
 
集
団
指
導
会

 
林
業
及
び
木
材
製
造
業
の
事
業
主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者

 
ｂ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会

 
 
 
 
 
木
材
製
造
業
の
事
業
主
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

ウ
 
実
施
方
法

 
 
 
 
 
集
団
指
導
会
実
施
要
領
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 
【
業
務
目
標
】
 

ア
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
集
団
指
導
会
の

実
施
（
受
講
者
数
 
1,
00
0名

以
上
）
 

イ
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
出
前
（
集
団
）

指
導
会
の
実
施
 
（
出
前
回
数
1支

部
2箇

所
以
上
、
 
受
講
者
数
1,
00
0名

以
上
）
 

ウ
 

林
業

の
実

践
的

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

導
入

す
る

た
め

の
集

団
指

導
会

の
実

施
 

（
受
講
者
数
 
1,
00
0名

以
上
）

 
 ２
 
労
働
災
害
防
止
特
別
活
動
推
進
事
業
（
補
助
事
業
）
 

（
１
）
振
動
障
害
予
防
の
た
め
の
特
殊
健
診
等
の
定
着
促
進
事
業
 

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業
 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
を
個
々
に
把
握
し
、
特
殊
健
診
未
受
診
者

に
対
し
て
受
診
勧
奨
を
行
う
。
 

（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理
 

（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ウ
）
(ア

)及
び
(イ

)の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
を
把
握
し
た

場
合
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
へ
の
受
診
勧
奨
・
指
導
 

イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
 

支
部
と
連
携
の
上
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
取
り
扱
う
労
働
者
を
対
象
と
し
て
、
林
業
巡

                       ２
 
労
働
災
害
防
止
特
別
活
動
推
進
事
業
（
補
助
事
業
）
 

（
１
）
振
動
障
害
予
防
の
た
め
の
特
殊
健
診
等
の
定
着
促
進
事
業
 

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
康
促
進
事
業
の
実
施
 

①
 
未
受
診
労
働
者
の
よ
り
一
層
の
受
診
向
上
を
図
る
た
め
、
「
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
雇
用
状
況
等
及

び
振
動
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
票
」
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
お
け
る
雇
用
労
働

者
の
継
続
的
な
変
動
調
査
を
含
む
健
診
状
況
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
「
新
規
に
シ
ス
テ
ム
登
録
す
る
事
業
場

に
対
す
る
調
査
」
に
よ
り
、
新
た
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
・
労
働
者
の
把
握
を
行
っ
た
。
 

当
該
調
査
結
果
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
末
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
に
対
し
て
受
診
勧
奨
を
行
う

と
と
も
に
、
3年

以
上
未
受
診
労
働
者
に
対
し
、
個
別
に
受
診
勧
奨
文
「
振
動
特
殊
健
康
診
断
受
診
の
す
す
め
に

つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
1年

以
上
未
受
診
者
が
在
籍
し
て
い
る
事
業
場
へ
の
受

診
勧
奨
を
行
っ
た
。
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

回
特
殊
健
康
診
断
実
施
に
対
す
る
指
導
及
び
健
診
受
診
者
へ
の
一
部
助
成
を
行
う
。
 

ウ
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
周
知
・
勧
奨
 

 
 
 
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
、
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
に
つ
い
て
周
知
を

行
い
、
受
診
勧
奨
等
を
進
め
る
よ
う
支
部
を
指
導
す
る
。
 

［
支
部
］

 
ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
振
動
障
害
特
殊
健
診
に
関
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

取
扱
事
業
場
及
び
そ
の
労
働
者
を
個
々
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
各
支
部
職
員
、
支
部

長
が
任
命
す
る
振
動
工
具
取
扱
労
働
者
特
殊
健
康
診
断
受
診
勧
奨
指
導
員
及
び
林
業
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
調
査
員
に
よ
り
、
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
及
び

未
受
診
労
働
者
に
対
し
、
電
話
照
会
、
文
書
照
会
及
び
訪
問
調
査
等
で
受
診
指
導
、
勧

奨
及
び
相
談
業
務
を
行
い
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
。

 
イ
 
特
殊
健
診
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
を
作
成
し
本
部
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
共
広

報
等
を
活
用
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
広
報
手
段
を
用
い
て
会
員
事
業
場
を
は
じ
め
と
す
る

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
に
あ
ま
ね
く
周
知
し
、
特
殊
健
診
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
健
診
結
果
に
基
づ
く
適
正
な
健
康
管
理
並
び
に
振
動
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
、

事
業
主
及
び
労
働
者
に
所
要
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
併
せ
て
労
働
災
害
補
償
保
険

制
度
の
周
知
を
図
る
。
 

ウ
 
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
と
協
力
し
て
巡
回
特
殊
健
診
の
周
知
及
び

未
受
診
事
業
場
へ
の
受
診
勧
奨
を
進
め
る
。

 
【
業
務
目
標
】
 

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業
 

（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理
 

（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握
 

（
ウ
）
事
業
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
実
施
の
勧
奨
・
指
導
（
約

3,
30
0
事
業
場
）
 

（
エ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
受
診
の
勧
奨
・
指
導
 

イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
 

（
ア
）
健
診
助
成
対
象
者
数
 
18
,0
00
人
 

（
イ
）
1年

間
特
殊
健
診
未
実
施
者
の
い
る
事
業
場
の
未
受
診
率
が
50
％
以
内
及
び
3年

間

特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
が
10
％
以
内
を
目
標
と
す
る
。
 

   

ま
た
、
平
均
的
な
林
業
事
業
場
よ
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
数
が
多
い
森
林
組
合
の
受
診
向
上
を
図
る
た

め
、
受
診
率
の
低
調
な
森
林
組
合
に
対
し
受
診
勧
奨
の
強
化
も
図
っ
た
。
 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
事
業
場
数
（
平
成
29
年
度
末
）
 

3,
2
46
事
業
場
 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
労
働
者
数
（
平
成
29
年
度
末
）
 

28
,
90
4人

 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
事
業
場
数
（
平
成
29
年
度
全
員
が
受
診
し
た
事
業
場
数
）
 

74
6事

業
場
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
事
業
場
数
（
平
成
29
年
度
1年

間
未
受
診
者
の
い
た
事
業
場
数
） 

2,
5
00
事
業
場
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
労
働
者
数
（
3年

以
上
未
受
診
）
 

2,
7
70
人
 

（
注
）
事
業
場
数
に
は
、
年
度
途
中
の
廃
止
事
業
場
を
含
む
。
労
働
者
数
に
は
、
年
度
途
中
の
離
職
者
を
含
む
数
で
あ

る
。
 

②
 
長
期
未
受
診
事
業
場
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
未
受
診
率
10
%以

上
の
21
支
部
で
は
、
指
導
員
及
び
調
査

員
等
を
活
用
し
受
診
勧
奨
の
強
化
を
図
っ
た
。
 

3年
間
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
数
及
び
未
受
診
労
働
者
の
推
移
（
減
少
傾
向
）
 

 
平
成
25
年
 

平
成
26
年
 

平
成
27
年
 

平
成
28
年
 

平
成
29
年
 

事
業
場
数
 

1,
0
42
事
業
場
 

99
8事

業
場
 

96
3事

業
場
 

97
4事

業
場
 

92
7事

業
場
 

3年
間
以
上
未
受
診
者
数
 

3,
3
67
人
 

3,
2
85
人
 

3,
1
16
人
 

2,
9
68
人
 

2,
7
70
人
 

★
平
成
29
年
度
の
3年

以
上
未
受
診
者
数
は
2,
77
0人

で
あ
り
、
平
成
25
年
度
と
比
較
す
る
と
▲
59
7人

 

③
 
労
働
基
準
行
政
と
の
連
携
 

厚
生
労
働
省
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
に
対
す
る

巡
回
特
殊
健
康
診
断
の
周
知
と
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
た
結
果
、「

平
成
30
年
度
地
方
労
働
行
政
運

営
方
針
」
に
お
い
て
、
林
業
等
に
お
け
る
振
動
障
害
の
防
止
が
都
道
府
県
労
働
局
の
取
組
推
進
事
項
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
 

イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
の
実
施
 

①
 
林
業
労
働
者
の
振
動
障
害
の
予
防
を
図
る
た
め
、
健
診
班
を
編
制
し
て
巡
回
健
診
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
受
診

機
会
の
少
な
い
労
働
者
に
対
し
、
特
殊
健
康
診
断
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
健
診
促
進
事
業
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
（
約
3,
30
0事

業
場
）
に
対
し
て
は
、
特
殊
健
康
診
断
の

通
知
、
受
診
勧
奨
文
を
送
付
し
当
該
事
業
の
周
知
を
図
っ
た
。
 

特
殊
健
診
受
診
者
数
 

（
振
動
障
害
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
に
よ
る
）
 

19
,
34
4人

 

上
記
の
う
ち
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
に
よ
る
受
診
者
数
 

（
厚
生
労
働
省
補
助
事
業
助
成
対
象
受
診
者
数
）
 

17
,
42
5人

 

②
 
都
道
府
県
支
部
に
お
け
る
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
の
実
施
予
定
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
誌
「
林
材
安

全
」
に
掲
載
し
て
、
特
殊
健
診
の
周
知
を
図
っ
た
。
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

③
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
受
診
者
数
・
受
診
率
の
推
移
 

 
平
成
25
年
 

平
成
26
年
 

平
成
27
年
 

平
成
28
年
 

平
成
29
年
 

台
帳
登
録
労
働
者
数
 

30
,
12
3人

 
29
,
74
3人

 
29
,
54
5人

 
29
,
40
2人

 
28
,
90
4人

 

巡
回
特
殊
健
診
受
診
者
数

（
助
成
対
象
者
）
 

17
,
07
0人

 
17
,
42
8人

 
17
,
66
9人

 
17
,
92
1人

 
17
,
42
5人

 

受
診
率
 

56
.
7%
 

58
.
5%
 

59
.
8%
 

61
.
0%
 

60
.
3%
 

※
 
平
成
29
年
度
巡
回
特
殊
健
診
の
件
数
減
は
、
福
島
支
部
に
お
け
る
件
数
減
（
▲
47
3人

）
が
主
な
要
因
で
あ
り
、

こ
れ
は
県
の
補
助
金
と
林
災
防
の
補
助
金
を
併
せ
て
特
殊
健
診
の
助
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
支
部
監
査
に
お
い
て

二
重
補
助
と
の
指
摘
を
受
け
、
結
果
巡
回
特
殊
健
診
よ
り
も
助
成
率
が
大
き
い
県
の
補
助
の
み
に
切
り
替
え
た
事

に
よ
る
も
の
。
 

振
動
障
害
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
に
よ
る
特
殊
健
診
受
診
者
数
は
、
19
,3
44
人
と
昨
年
度
比
31
5人

増
と
な
っ

て
い
る
。
 

ウ
 
事
業
の
実
績
 

ア
-①

に
記
載
の
３
年
以
上
未
受
診
者
及
び
1年

間
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
へ
の
受
診
勧
奨
、
ア
-②

に
記
載
の
長
期
未
受
診
者
事
業
場
へ
の
受
診
勧
奨
、
ア
-③

に
記
載
の
労
働
基
準
行
政
と
の
連
携
な
ど
受
診
率
の
向

上
を
進
め
た
結
果
、
事
業
目
標
に
掲
げ
た
健
診
対
象
者
及
び
未
受
診
者
等
の
実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

「
健
診
助
成
対
象
者
数
（
18
,0
00
人
）」

に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を
1,
00
0人

増
と
し
て
目
標
を
め
ざ
し
た
が
、

一
部
支
部
に
お
い
て
県
助
成
へ
の
切
替
え
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
目
標
値
は
未
達
成
で
あ
っ
た
。
 

「
1年

間
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
未
受
診
率
50
％
以
内
」
に
つ
い
て
は
、
28
年
度
に
比
べ
、
41
事
業
場
減
少

し
て
未
受
診
率
は
59
.2
%（

0.
9ポ

イ
ン
ト
）
改
善
し
た
も
の
の
、
目
標
値
は
未
達
成
で
あ
っ
た
。
 

「
3年

間
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
10
%以

内
」
に
つ
い
て
は
、
28
年
度
に
比
べ
19
8人

減
少
し
て
未
受
診
率
は

10
.
8%
（
0.
6ポ

イ
ン
ト
）
し
た
も
の
の
、
目
標
値
は
未
達
成
で
あ
っ
た
。
 

29
年
度
事
業
目
標
 

目
標
値
 

実
績
 

達
成
状
況
 

①
健
診
助
成
対
象
者
数
 

18
,
00
0人

 
18
,
00
0人

 
17
,
42
5人

 

（
96
.8
%）

 
未
達
成
 

②
1年

間
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
 

未
受
診
率
50
%以

内
 

（
台
帳
登
録
事
業
場
数
 
3,
09
6）

 

1,
5
48
事
業
場
 

（
50
%）

 

1,
8
33
事
業
場
 

（
59
.2
%）

 
未
達
成
 

③
3年

間
未
受
診
労
働
者
の
 

未
受
診
率
10
%以

内
 

（
台
帳
登
録
労
働
者
数
 
25
,7
46
人
）
 

2,
5
75
人
 

（
10
%）

 

2,
7
70
人
 

（
10
.8
%）

 
未
達
成
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（
業
界
全
体
の
安
全
衛
生
活
動
底
上
げ
に
か
か
る
事
業
）
 

○
１
企
業
あ

た
り
10
事
業
場
以
上
の
目
標
に

対
し
、
個
別
指
導
お
よ
び
安
全
管
理
士
等
に
よ
り
目
標
を
上
回
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
個
別
指

導
の
実
績
は
評
価
で
き
る
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
更
な
る
取
組

を
期
待
す
る

。
 

○
林
業
・
木
材
製
造
業
は
作
業
者
が
高
速
回

転
す
る
刃
物
の
そ
ば
で
作
業
す
る
こ
と
が
多
く
、
労
働
災
害
が
他
業
種
に
比
べ
て
多
い
傾
向
が
あ
る
。
労
働
災
害
防
止
の
活
動
は
着
実
に
行
わ
れ
て
き
て
お
り

、
想
定
通
り
の
業
績
を
上
げ
つ

つ
あ
る
。
 

○
企
業
の
自

主
的
技
術
支
援
事
業
に
お
け
る

事
業
所
指
導
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
安
全
管
理
士
の
集
団
指
導
等
に
つ
い
て
も
目
標
を
大
き
く
上
っ
た
。
 

○
安
全
管
理

士
等
に
よ
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導
、
集
団
指
導
実
施
回
数
は
目
標
を
大
き
く
上
回
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
平
成
29
年
の
休
業
４
日
以

上
16
％
減
少
の
背
景
に
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
大
い
に
評
価

で
き
る

。
上
半
期
に
お
け
る
死
亡
災
害
発
生

状
況
を
分
析
し
、
「
死
亡
労
働
災
害
の
発
生
状
況
の
特
徴
と
対
策
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
集
団
指

導
、
個
別
指
導
に
お
い
て
類
似

災
害
防
止
の
取
組
に
活
用

さ

れ
た
こ
と
な

ど
も
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
 

○
業
界
全
体

の
労
働
災
害
撲
滅
の
成
果
を
上

げ
る
た
め
、
非
会
員
を
含
め
、
安
全
管
理
士
に
よ
る
安
全
衛
生
水
準
向
上
に
鋭
意
努
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
 

○
安
全
管
理

士
等
が
行
う
事
業
場
の
個
別
指

導
及
び
集
団
指
導
の
取
組
で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
回
数
が
目
標
よ
り
下
回
り
、
企

業
・
業

界
団
体
参
加
の
事

業
指
導
で
も
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
指
導
要
請
は
少
な

い
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
を
さ
ら
に
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○
系
列
事
業

体
、
発
注
先
に
よ
る
指
導
は
効

果
が
あ
る
。
国
有
林
に
お
け
る
技
術
、
発
表
な
ど
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 （
林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
事
業
）
 

○
林
材
業
に

お
け
る
死
亡
災
害
防
止
の
た
め

の
災
害
多
発
警
報
の
発
令
強
化
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
緊
急
集
団
指
導
会
、
ポ
ス
タ
ー
等
に
よ
る
啓
発
等
の
活
動
強
化
が

な
さ
れ
た
。
災
害
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
へ
の
集
中
指
導
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
実
績
の
積
み
重

ね
が
期
待
さ
れ
る
。
 

○
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
の
発
令
や
意
識

向
上
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
の
ぼ
り
旗
の
設
置
な
ど
の
活
動
に
尽
力
し
た
。
 

○
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
を
積
極
的
、
効
果
的
に
発
令
し
、
再
発
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
。
警
報
発
令
に

係
る
要
綱
を
改
正
、
安
全
管
理
士
の
た
め
の
集
団
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
一
層
実
効
性
の
あ
る
防
止

対
策
を
実
施
し
た
。
 

○
現
場
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

、
の
ぼ
り
旗
設
置
な
ど
労
働
災
害
再
発
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
て
、
実
行
、
そ
れ
な
り
に
成
果
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
実
際
に
成
果
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ
た
の
か

、
結
果
の
追
求
が
必
要
で
は

な

い
か
。
 

○
今
年
度
、
新
た
に
発
足
し
た
事
業
の
よ
う

で
あ
る
が
、「
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
カ
年
計
画
）
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
の
実
施
」
や
「「

林
材
業
労
働
災
害

防
止
月
間
」
の
設
定
と
全
国
安

全
週
間
等
へ
の
取
組
」
の
事

業
内
容
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。
 

○
林
業
に
お

け
る
平
成
28
年
死
亡
者
数
41
名

、
29
年

40
名
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
で
は
平
成
28
年
死
亡
者
数
9名

、
29
年
6名

と
29
年
は
対
前
年
比
微
減
で
あ
っ
た
の
に
、

死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令

回
数
が
増
え
て
い
る
。
 

 （
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め
の
安
全
衛
生
教
育
訓
練
事
業
）
 

○
実
践
的
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た

め
の
集
団
指
導
会
の
受
講
生
に
つ
い
て
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
興
味
を
持
っ
た
受
講
生
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
に
比
し
て
木
材
関
係
に
つ

い
て
は
不
熱
心
の
よ
う
で
あ
る
。

や
り
方
等
の
工
夫
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 

○
木
材
製
造

業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

集
団
指
導
会
で
は
講
習
時
間
の
短
縮
や
出
前
（
集
団
）
指
導
会
な
ど
し
て
受
講
者
の
参
加
に
苦
心
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
定

性
的
な
言
葉

だ
け
で
な
く
定
量
的
に
具
体
的

な
事
例
や
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

○
木
材
製
造

業
、
林
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
集
団
指
導
会
は
、
目
標
を
大
幅
に
上
回
っ
た
が
、
集
団
指
導
会
は
、
目
標
よ
り
少
な
い
人
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

取
組
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○
林
業
の
参

加
者
は
多
い
が
、
木
材
製
造
業

の
参
加
者
は
少
な
い
。
木
材
製
造
業
か
ら
の
教
育
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ
る
。
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
事
業
体
内

で
の
下
部
へ
の
進
展
（
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
→
Ｋ
Ｙ
→
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
が
必
要
で
あ
る
。
 

○
林
業
に
於

け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

集
団
指
導
会
の
受
講
者
数
は
、
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
木
材
製
造
業
に
お
け
る
受
講
者
数
は
、
目
標
を
下
回
り
、
実
施
に

当
た
っ
て
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
 

○
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
は
作
業
場
所
が
変

化
す
る
林
業
よ
り
、
作
業
場
所
が
固
定
し
て
い
る
木
材
・
木
製
品
製
造
業
の
ほ
う
が
受
け
入
れ
や
す
い
と
考
え
て
い
た
が
、
木
材
・
木
製
品
の
ほ
う
が
集
団
指
導
会
の
参
加
状
況
が
低
調
で
あ

る
。

29
年
度

に
お
い
て
は
、
出
前
指
導
会
を

実
施
す
る
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
た
。
林
業
に
関
す
る
記
述
と
思
わ
れ
る
が
、「

業
界
全
体
の
安
全
衛
生
活
動
底
上
げ
に
係
る
事
業
」
の
項
で
も
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
興
味
を

示
し
た
事
業

場
が
少
な
か
っ
た
」
旨
の
報
告

や
、「

安
全
衛
生
教
育
等
の
実
施
と
資
格
取
得
の
促
進
」
の
項
で
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
務
研
修
が
低
調
で
あ
る
実
績
も
あ
り
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
業
界
全
体
に
理
解
が

い
き
わ
た
る

に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
。
木
材
・
木
製
品
製
造
業
に
係
る
出
前
指
導
会
等
の
継
続
実
施
を
望
む
。
 

 （
振
動
障
害
予
防
の
た
め
の
特
殊
健
診
等
の
定
着
促
進
事
業
）
 

○
振
動
障
害

予
防
の
た
め
の
特
殊
健
診
の
受

診
促
進
が
目
的
で
あ
る
が
、
助
成
対
象
者
18
,0
00
人
、
事
業
場
の
未
受
診
率
、

3年
間
未
受
診

労
働
者
の
未
受
診
率
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
ほ
ぼ
目
標
に
達
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

○
受
診
者
の

実
績
は
、
昨
年
比
31
5名

増
の
19
,3
44
人
で
あ
っ
た
。
1年

間
未
受
診
者
へ
の
勧
奨
（
0.
9％

改
善
）
、
3年

間
未
受
診
率
は

0.
6％

改
善

し
、
目
標
の
10
％
以
内
の
達
成

ま
で
あ
と
一
歩
と
受
診
率
向
上

に
向
け
た
地
道
な
事
業
展

開
を
評
価
し

た
い
。
 

○
ほ
ぼ
想
定

通
り
の
受
診
者
が
受
診
し
た
。
 

○
特
殊
健
診

受
診
者
数
が
増
大
し
、
未
受
診
率
も
改
善
し
た
。
 

○
受
診
者
数

の
実
績
は
目
標
に
対
し
て
ほ
ぼ

達
成
さ
れ
て
い
る
。
事
業
費
用
の
内
容
は
定
か
で
な
い
が
、
補
助
事
業
と
は
い
え
例
年
決
算
額
の
収
支
差
が
大
き
い
。
 

○
使
用
機
械

と
の
関
係
は
ど
う
か
。
以
前
と

比
べ
て
、
機
械
、
目
立
は
か
な
り
良
く
な
っ
て
い
る
。
 

○
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
改
良
等
の
成
果
と
し
て

、
林
業
に
お
け
る
振
動
障
害
新
規
労
災
認
定
者
数
は
長
期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
直
近
で
も
、
平
成
25
年

45
人
、
26
年

44
人
、
27
年

41
人
、
28
年

35
人
で
あ

り
、
現
在
で
は
、
振
動
障
害

と
い
う
と
建

設
業
の
職
業
病
と
い
う
感
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら

、
完
全
に
克
服
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
特
殊
健
診
の
実
施
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
作
業
時
間
制
限

、
作
業
転
換
等
の
対
策
の
徹
底
が
必
要

で
あ
り
、
未
受
診
者
の
一

掃

を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
3年

以
上
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
及
び
未
受
診
者
数
の
推
移
は
年
々
改
善
し
て
い
る
が
、
事
業
場
数
に
お
い
て
3割

弱
、
労
働
者
数
に

お
い
て
１
割
弱
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
勧
奨
回
数
を
増

や
す
と
か
何

ら
か
の
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
取
組
を
期
待
し
た
い
。
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

３
 
安
全
衛
生
教
育
支
援
事
業
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
安
全
衛
生
教
育
等
の
実
施
と
資
格
取
得
の
促
進
 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
、
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
講
習
、
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講
機
会
の
拡
大
を
図
る
。

 
 
 
 
ま
た
、
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平

成
27
年
12
月

7日
付
け
基
発
第
12
0
7第

4号
）」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）

に

お
い
て
示
さ
れ
た
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
能
力
向
上
教
育
）
を
当
該
対

象
者
に
対
し
、
5年

ご
と
に
実
施
す
る
。

 
（
注
）
能
力
向
上
教
育
と
は
、「

安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
指
針
（
平
成
元
年
5月

22
日
付
け

安
全
衛
生
教
育
指
針
公
示
第
１
号
）
の
別
表
14
で
定
め
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行

う
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
を
い
う
。

 
［
支
部
］

 
ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
意
識

の
向
上
と
、
法
令
等
に
基
づ
く
資
格
取
得
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
各
種
安

全
衛
生
教
育
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
等
へ
の
積
極
的
な
受
講
勧
奨

を
行
う
。

 
 
 
（
ア
）
技
能
講
習

 
 
 
（
イ
）
安
全
衛
生
特
別
教
育

 
（
ウ
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
く
能
力
向
上

教
育
の
徹
底

 
 
 
（
エ
）
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
取
得
講
習

 
 
 
（
オ
）
労
働
基
準
局
長
通
達
に
基
づ
く
教
育

 
イ
 
法
令
等
に
基
づ
く
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
遵
守
、

適
正
手
続
き
の
徹
底
を
図
り
、
内
部
監
査
体
制
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。

 
ウ
 

林
材

業
の
労
働
災
害
防
止
に
資

す
る
地
方
公

共
団
体
等
実
施

の
労
働
安
全
衛
生

対

策
事
業
等
へ
の
実
施
協
力

 
地

方
公
共
団

体
等
が
実

施
す
る

林
材
業
の

労
働
安
全

衛
生
対

策
及
び
普

及
啓
発
等

に
係
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
実
施
協
力
を
行
う
。

 
・
林
業
就
業
対
策
等
関
係
教
育
、
振
動
障
害
予
防
対
策
等
関
係
教
育
、
蜂
死
傷
災
害
対

策
等
関
係
教
育
な
ど

 
  

３
 
安
全
衛
生
教
育
支
援
事
業
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
安
全
衛
生
教
育
等
の
実
施
と
資
格
取
得
の
促
進
 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
、
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
に
関
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
講
習
・
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講
機
会

の
拡
大
を
図
っ
た
。
 

ア
 
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
講
習
会
等
の
実
績
 

 
区
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

( ア ） 技 能 講 習 

ａ
 
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者
 

34
 

1,
1
01
 

ｂ
 
は
い
作
業
主
任
者
 

8 
43
9 

ｃ
 
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
（
１
ｔ
以
上
５
ｔ
未
満
）
 

4 
20
7 

ｄ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
（
１
ｔ
以
上
）
 

6 
59
9 

ｅ
 
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
搬
・
積
込
み
用
及
び
掘
削
用
）

運
転
 

1  
55
 

f 
玉
掛
け
（
１
ｔ
以
上
）
 

3 
24
6 

( イ ） 安 全 衛 生 特 別 教 育 

ａ
 
伐
木
等
機
械
の
運
転
の
業
務
 

34
 

1,
5
94
 

ｂ
 
走
行
集
材
機
械
の
運
転
の
業
務
 

33
 

1,
3
93
 

ｃ
 
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
 

23
 

88
7 

ｄ
 
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
の
運
転
の
業
務
 

31
 

1,
1
22
 

ｅ
 
伐
木
等
の
業
務
（
安
衛
則
第
36
条
第
８
号
）
 

45
 

12
,
03
0 

ｆ
 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
業
務
（
安
衛
則
第
36
条
第
８
号
の
２
）
 

2 
21
5 

ｇ
 
小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
３
ｔ
未
満
）
運
転
業
務
 

4 
77
 

h 
 ロ

ー
プ
高
所
作
業
従
事
者
特
別
教
育
  

2 
10
5 

(ウ
)職

長
等
の
教
育
（
安
衛
則
第
40
条
）
 

1 
17
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【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
な
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
い
た
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
資
格
取
得
の
周

知
啓
発
等
に
努
め
る
。

 
イ
 
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
能
力
向
上
教
育
）
の
充
実

 
ウ
 
支
部
で
実
施
す
る
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画
的

な
内
部
監
査
・
指
導
を
行
う
。
 

                           

向 上 教 育 

( エ ） 能 力 

林
業
架
線
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育
 

1 
39
 

衛 生 教 育 

( オ ） 安 全 

ａ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
（
安
衛
令
第
20
条
第
11
号
）
従
事

者
安
全
衛
生
教
育
（
１
ｔ
以
上
）
 

1  
57
 

b 
機
械
集
材
装
置
運
転
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
 

2 
62
 

c 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等
業
務
従
事
者
安
全
衛
生

教
育
 

25
 

1,
9
60
 

( カ ） 通 達 教 育 

ａ
 
造
林
作
業
の
指
揮
者
等
安
全
衛
生
教
育
 

14
 

35
8 

ｂ
 
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
 

46
 

15
,
47
1 

ｃ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
務
研
修
 

4 
12
1 

ｄ
 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
取
得
講
習
 

1 
8 

ｅ
 
荷
役
運
搬
機
械
等
に
よ
る
は
い
作
業
従
事
者
安
全
教
育
 

7 
21
6 

そ
の
他
 

3 
76
 

イ
 
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
・
受
託
事
業
等
の
実
績
 

支
部
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
、
受
託
事
業
な
ど
に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
等
を
実
施
し
た
。
 

区
 
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

ａ
 
安
全
衛
生
指
導
員
養
成
研
修
の
実
施
 

4 
78
 

ｂ
 
安
全
巡
回
指
導
の
実
施
（
指
導
班
に
よ
る
巡
回
指
導
を
含
む
）
 

20
 

1,
6
34
 

ｃ
 
林
業
就
業
支
援
事
業
関
係
 

13
 

1,
4
91
 

ｄ
 
緑
の
雇
用
関
係
 

9 
1,
7
53
 

ｅ
 
振
動
障
害
予
防
等
の
対
策
の
実
施
 

20
 

5,
9
69
 

ｆ
 
蜂
刺
傷
災
害
対
策
支
援
事
業
 

19
 

4,
9
08
 

ｇ
 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
受
験
準
備
講
習
 

6 
82
 

ｈ
 
労
働
災
害
防
止
大
会
 

1 
13
0 

ｉ
 
そ
の
他
 

44
 

5,
5
68
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              （
２
）
図
書
・
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
 

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
販
売

 
（
ア
）
新
刊
の
発
行

 
 
 
 
 
ａ
 
改
訂
「
安
全
な
作
業
の
基
本
」（

仮
題
）

 
 
 
 
 
ｂ
 
改
訂
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
解
説
－
木
材
製
造
業
関
係
－
」 

（
イ
）
現
行
テ
キ
ス
ト
の
増
刷
 

 
（
ウ
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
作
成
販
売

 
イ
 
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
促
進

 
［
支
部
］

 
ア
 
図
書
教
材
等
に
つ
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
等
を
活
用
し
、
会
員
を
は
じ
め
林
材
業
に
携
わ

る
事
業
主
等
に
積
極
的
な
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

イ
 
各
種
講
習
会
、
研
修
会
等
の
開
催
に
あ
た
り
、
安
全
衛
生
用
品
、
保
護
具
等
着
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
講
義
す
る
と
と
も
に
、
展
示
な
ど
に
よ
り
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

       

ウ
 
適
正
な
労
働
安
全
衛
生
教
育
講
習
の
た
め
の
内
部
監
査
及
び
臨
時
監
査
等
に
よ
る
指
導
の
実
施
 

支
部
が
実
施
し
て
い
る
技
能
講
習
に
つ
い
て
業
務
内
容
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
登
録
教
習
機
関
と
し
て
労
働
安
全

衛
生
法
等
関
係
法
令
に
基
づ
い
た
適
切
な
実
施
に
関
す
る
監
事
監
査
を
愛
媛
県
支
部
及
び
北
海
道
支
部
に
対
し
、
内
部

監
査
を
兵
庫
県
支
部
、
群
馬
県
支
部
に
対
し
て
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
一
支
部
に
お
い
て
、
講
習
に
関
し
て
不
適
正
な
処
理
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
労
働
局
か
ら
技
能
講
習
業
務

の
6ヶ

月
間
の
停
止
処
分
を
受
け
、
是
正
報
告
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
臨
時
監
査
及
び
業
務
指
導
を
実
施

し
た
。
 

 
 
 
 
監
 
査
 
の
 
種
 
類
 

実
施
支
部
数
 

登
録
教
習
機
関
業
務
に
関
す
る
監
事
監
査
 

2支
部
 

登
録
教
習
機
関
業
務
に
関
す
る
内
部
監
査
 

2支
部
 

登
録
教
習
機
関
業
務
に
関
す
る
臨
時
監
査
 

1支
部
 

 （
２
）
図
書
・
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
 

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
、
頒
布
 

 
 
 
 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
に
お
け
る
特
別
教
育
用
テ
キ
ス
ト
と
刈
払
機
作
業
に
お
け
る
安
全
衛
生
教
育
用
テ
キ
ス
ト
が
、

収
入
額
の
約
70
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
2テ

キ
ス
ト
に
お
い
て
改
訂
初
版
の
発
刊
に
際
し
、
危
険
動
作

等
を
良
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
テ
キ
ス
ト
内
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
映
像
の
配
信
）
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、
本

体
価
格
を
若
干
値
上
げ
し
自
主
事
業
の
財
源
確
保
に
努
め
た
。
 

「
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
」
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
会
員
、
一
般
へ
の
販
売
促
進
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

（
詳
細
は
別
紙
記
載
）
 

イ
 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
安
全
衛
生
用
品
、
保
護
具
等
の
普
及
促
進
 

 
 
 
 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
に
よ
る
保
護
具
着
用
の
重
要
性
と
合
わ
せ
、
販
売
し
て
い
る
安
全
衛
生
用
品
・
保
護
具
等
に
つ
い
て
は
、

災
防
規
程
の
変
更
に
お
い
て
防
護
衣
の
着
用
義
務
付
け
も
あ
り
、
そ
の
強
調
を
含
め
、
当
協
会
が
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開

発
し
た
製
品
及
び
メ
ー
カ
ー
独
自
開
発
製
品
等
に
つ
い
て
労
働
災
害
防
止
の
上
で
最
も
有
効
な
Ｐ
Ｒ
方
法
と
し
て
、
全

国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
で
の
製
品
展
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
・
販
売
に
努
め
、
労

働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

平
成
29
年
度
新
た
に
作
成
ま
た
は
改
訂
し
た
も
の
 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
教
材
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
関
係
（
作
成
）
 

 
改
訂
初
版
 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
の
安
全
ナ
ビ
 

22
,
00
0
部
 

 
改
訂
初
版
 
安
全
な
刈
払
機
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
 

37
,
00
0
部
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

                                   

 
改
訂
初
版
 
安
全
な
作
業
の
基
本
 

2,
0
00

部
 

 
改
訂
初
版
 
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
解
説
－
木
材
製
造
業
関
係
－
 

2,
0
00

部
 

②
 
そ
の
他
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 

8,
5
00

枚
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 

7,
0
00

枚
 

 
 

平
成
29
年
度
以
前
作
成
の
も
の
で
、
改
訂
ま
た
は
増
刷
し
た
も
の
 

 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
教
材
等
 

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

4,
0
00

部
 

集
材
機
運
転
者
安
全
必
携
 

2,
2
00

部
 

上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
 

2,
0
00

部
 

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
正
し
い
目
立
て
 

1,
5
00

部
 

 
か
か
り
木
処
理
作
業
の
安
全
 

1,
4
00

部
 

 
手
工
具
に
よ
る
安
全
な
造
林
作
業
 

1,
2
00

部
 

被
害
木
の
安
全
な
処
理
作
業
 

1,
5
00

部
 

-は
じ
め
て
林
業
に
携
わ
る
者
の
た
め
の
-安

全
な
作
業
の
基
本
 

1,
5
00

部
 

木
材
加
工
用
機
械
作
業
の
安
全
 

2,
9
00

部
 

 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
テ
キ
ス
ト
 

70
0
部
 

 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
試
験
標
準
問
題
集
（
新
訂
版
）
 

50
0
部
 

造
林
作
業
安
全
衛
生
実
務
必
携
 

1,
0
00

部
 

 
指
差
し
呼
称
カ
ー
ド
 

 
 
 
50
0
組
 

 
安
全
作
業
の
基
本
シ
リ
ー
ズ
①
安
全
な
伐
木
造
材
作
業
 

1,
5
00

部
 

 
安
全
作
業
の
基
本
シ
リ
ー
ズ
②
安
全
な
か
か
り
木
処
理
作
業
 

1,
5
00

部
 

 
 

 

②
 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
 

か
か
り
木
処
理
作
業
の
安
全
 

20
0
枚
 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
被
害
木
の
安
全
な
処
理
 

20
0
枚
 

 
林
業
架
線
作
業
の
安
全
 

20
0
枚
 

 
 

そ
の
他
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
貼
付
用
ゼ
ロ
災
ス
テ
ッ
カ
ー
 

 
 
 
50
0
ｼｰ
ﾄ 

講
習
会
修
了
証
用
紙
（
電
算
処
理
用
）
 

 
 
 
 
20
0
組
 



― 26 ―

 【
Ⅱ

 
自
主

事
業
】

 

26
 

 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

     （
３
）
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
の
編
集
・
発
行
 

ア
 
労
働
災
害
防
止
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
制
作
・
発
刊
す
る
。

 
イ
 
会
員
、
林
材
業
に
係
る
関
係
機
関
等
に
積
極
的
な
新
規
購
読
の
勧
奨
を
行
う
。

 
［
支
部
］

 
ア
 
支
部
の
安
全
衛
生
活
動
等
の
情
報
・
資
料
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
講
習
会
、

現
場
指
導
等
の
機
会
を
捉
え
、
新
規
購
読
の
勧
奨
に
努
め
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

イ
 
会
員
、
関
係
機
関
等
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

【
業
務
目
標
】

 
ア
 
発
行
部
数
 
 
 
 
3,
00
0
部
／
月

 
イ
 
有
料
購
読
部
数
 
 
2,
00
0
部
／
月

 
                    

図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
（
20
17

年
→
20
18

年
）
 

 
 
 
4,
00
0
部
 

  
林
材
安
全
（
29
.4

月
～
30
.3

月
）
 

毎
月
 
3,
00
0
部
 

 （
３
）
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
の
編
集
・
発
行
 

ア
 
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
に
つ
い
て
は
、
業
界
唯
一
の
労
働
安
全
衛
生
専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
、
社
会
性
に
即

し
て
労
働
災
害
防
止
対
策
・
手
法
、
最
新
の
労
働
災
害
情
報
、
調
査
研
究
成
果
、
行
政
の
動
き
を
分
か
り
や
す
く
、
迅

速
か
つ
確
実
に
伝
え
る
よ
う
、
毎
月
編
集
会
議
を
開
催
し
内
容
の
充
実
に
努
め
た
。
 

 
 
 
 
特
に
、
平
成
29
年
10
月
26
日
に
改
訂
適
用
と
な
っ
た
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
を
継
続
的
に
行
い
、

労
働
災
害
防
止
策
の
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
 

 
 
 
 
[特

集
記
事
抜
粋
]（

別
紙
）
 

イ
 
広
報
活
動
と
し
て
、
当
該
月
号
の
掲
載
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
継
続
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
安
全
管
理
士
等

に
お
け
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
紹
介
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
で
配
布
す
る
な
ど
、
継
続
し
た
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
（
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
未
購
読
事
業
所
等
88
か
所
に
購
読
勧
奨
を
実
施
）
。
 

ウ
 
自
主
財
源
の
確
保
手
段
と
し
て
、
上
記
イ
の
取
組
み
に
加
え
、
有
料
広
告
の
掲
載
確
保
に
努
力
し
た
。
ま
た
、
購
読

者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
上
記
イ
の
取
組
み
か
ら
購
読
に
係
る
問
合
せ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
 

発
行
部
数
 
延
べ
36
,5
00
部
発
行
（
3,
00
0部

/月
 
全
国
大
会
50
0部

増
刷
）
 

 

平
成

29
年
度
事
業
の
実
績

 

 
 
ア
 
●
特
集
記
事
 

 
 
 
 
29
年
４
月
号
 
①
も
し
も
現
場
で
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
要
綱
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
林
材
業
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
要
綱
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
災
害
統
計
の
表
形
式
の
見
直
し
（
よ
り
分
か
り
易
い
様
式
に
変
更
）
 

 
 
 
 
 
 
５
月
号
 
第

12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
 

６
月
号
 
①
第

12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
の
実
施
要
領
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
夏
場
の
リ
ス
ク
に
備
え
よ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
林
材
業
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
－
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
－
 

７
月
号
 
夏
場
の
天
災
に
備
え
よ
う
 

 
 
 
－
集
中
豪
雨
・
水
害
・
土
砂
災
害
・
落
雷
－
 

８
月
号
 
①
高
齢
労
働
者
の
た
め
の
快
適
な
職
場
づ
く
り
 

②
安
全
衛
生
の
取
組
事
例
 
静
岡
木
材
業
協
同
組
合
の
取
組
事
例
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
熱
中
症
対
策
と
効
果
的
な
水
分
の
摂
取
方
法
 

 
 
 
 
 
 
９
月
号
 
①
平
成
29
年
上
半
期
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
及
び
特
徴
と
対
策
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

            
（
４
）
労
働
安
全
・
労
働
衛
生
標
語
の
募
集
 

林
材
業
の
労
働
災
害
防
止
意
識
を
高
め
る
た
め
、
平
成
30
年
度
の
林
材
業
労
働
安
全
標

語
及
び
労
働
衛
生
標
語
を
、
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
て
広
く
公
募
す
る
と
と
も
に
、
支
部
を
通
じ
た
会
員
へ
の
応
募
の
呼
び
か
け
と
全
国
林

材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
の
場
に
お
け
る
募
集
な
ど
を
行
う
。
 

［
支
部
］

 
標
語
公
募
に
つ
い
て
、
会
員
は
も
と
よ
り
広
く
応
募
の
呼
び
か
け
に
努
め
る
。
 

【
業
務
目
標
】
 

標
語
応
募
総
数
 
30
0
点
 

           （
５
）
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
等
作
成
委
員
会
の
開
催
 

時
代
に
即
応
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
労
働
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
。
以
下
の
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
平
成
29
年
度
高
知
県
林
業
安
全
大
会
 

10
月
号
 
①
第
53
回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
木
材
製
造
業
関
係
を
主
体
に
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
を
大
幅
に
変
更
 

11
月
号
 
①
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
１
回
）
 

 
 
 
 
②
（
緊
急
要
請
）
職
場
に
お
け
る
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
取
組
 

 
 
 
 
 
 
12
月
号
 
①
滋
賀
で
労
働
災
害
撲
滅
を
誓
う
－
第
54
回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
－
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
２
回
）
 

 
 
 
 
30
年
１
月
号
 
①
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
３
回
）
 

 
 
 
 
 
 
２
月
号
 
①
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
４
回
）
 

 
 
 
 
 
 
３
月
号
 
①
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
最
終
回
）
 

②
新
入
社
員
の
安
全
衛
生
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
 

 （
４
）
労
働
安
全
・
労
働
衛
生
標
語
の
募
集
 

ア
 
平
成
30
年
度
に
使
用
す
る
林
材
業
労
働
安
全
標
語
及
び
平
成
30
年
度
林
材
業
労
働
衛
生
標
語
を
月
刊
情
報
誌
「
林
材

安
全
」
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
全
国
大
会
で
一
般
公
募
し
た
。
標
語
選
考
委
員
会
に
お
い
て
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
入
選

作
品
各
1点

、
佳
作
各
2点

を
選
考
し
た
。
入
選
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
金
を
贈
呈
し
た
。
 

 
 
 
 
・
平
成
30
年
度
林
材
業
労
働
安
全
・
労
働
衛
生
標
語
応
募
数
 

 
 
 
 
 
応
募
総
数
 
 
 
 
1,
55
1点

 

 
 
 
労
働
安
全
標
語
 
 
85
6点

 

 
 
 
 
 
 
労
働
衛
生
標
語
 
  
69
5点

 

・
入
選
し
た
林
材
業
労
働
安
全
・
労
働
衛
生
標
語
 

労
働
安
全
標
語
 
 
「
手
を
抜
く
な
 
作
業
手
順
と
 
基
本
動
作
」
 

 
 
 
 
 
労
働
衛
生
標
語
 
 
「
健
診
で
 
増
え
る
安
心
 
減
る
リ
ス
ク
」
 

イ
 
平
成
29
年
度
版
用
と
し
て
採
用
さ
れ
た
標
語
を
も
っ
て
、
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、

頒
布
し
た
。
 

 
 
 
 
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
枚
数
（
29
年
度
）
 

 
 
 
 
 
 
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 
 
8,
50
0枚

 
「
予
知
の
目
で
 
早
め
に
摘
み
取
る
 
危
険
の
芽
」
 

 
 
 
 
 
 
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 
 
7,
00
0枚

 
「
健
診
で
 
自
分
が
わ
か
る
 
変
え
ら
れ
る
」
 

 
 
 
 
・
ポ
ス
タ
ー
販
売
実
績
（
29
年
度
）
 

 
 
 
 
 
 
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 
 
6,
97
7枚

 

 
 
 
 
 
 
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 
 
5,
35
3枚

 

 （
５
）
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
等
作
成
委
員
会
の
開
催
 

ア
 
平
成
29
年
7月

27
日
に
第
1
3回

委
員
会
を
開
催
し
、
初
任
時
教
育
用
テ
キ
ス
ト
「
安
全
な
作
業
の
基
本
」
の
編
纂
内
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

キ
ス
ト
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 
ア
 
改
訂
「
安
全
な
作
業
の
基
本
」（

仮
題
）

 
イ
 
改
訂
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
解
説
－
木
材
製
造
業
関
係
－
」

 
ウ
 
改
訂
「
林
業
架
線
作
業
主
任
者
必
携
」

 
［
支
部
］

 
労
働
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
の
内
容
等
に
関
す
る
情
報
や
外
部
か
ら
の
指
導
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
本
部
に
報
告
す
る
。
 

     （
６
）
安
全
衛
生
教
育
等
に
係
る
講
師
養
成
研
修
の
開
催
 

林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
一
定
以
上
の

教
育
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
講
師
養
成
を
行
う
。

 
［
支
部
］

 
支
部
講
師
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て
勧
奨
す
る
。
 

【
業
務
目
標
】

 
ア
 
開
催
月
日
 
 
平
成
29
年
7月

6日
（
木
）
～
7日

（
金
）
 

 
イ
 
募
集
人
員
 
 
60
名
程
度
（
開
催
場
所
：
東
京
都
港
区
）

 
       ４
 
安
全
衛
生
対
策
支
援
事
業
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
カ
年
計
画
）
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
の
実

施
 国
の
「
12
次
防
」
を
踏
ま
え
、
林
材
業
で
働
く
人
々
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を
目
指
し
、

協
会
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
と
対
策
を
示
し
た
「
災
防
計
画
」
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
死
亡
労
働
災
害
の
目
標
値
の
達
成
を
目
指
す
。

 
 
 
 
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
の
取
組
で
は
、「

災
防
計
画
」
に
定
め
た
重
点
対
策
の
他
に
、

容
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
構
成
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
の
運
転
業
務
に
係
る
特
別

教
育
化
も
間
も
な
く
5年

目
を
迎
え
る
状
況
か
ら
、
新
た
な
検
討
事
項
と
し
て
、
以
降
の
委
員
会
で
編
纂
作
業
に
入
る

こ
と
等
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
。
 

イ
 
平
成
29
年
9月

26
日
に
第
1
4回

委
員
会
を
開
催
し
、
初
任
時
教
育
テ
キ
ス
ト
「
安
全
な
作
業
の
基
本
」
の
編
纂
に
係

る
、
前
回
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
新
た
な
編
纂
内
容
に
つ
き
て
審
議
し
、
次
回
委
員
会
に
初
校
版
の
提
示
に
付
い

て
確
認
し
た
。
ま
た
、
車
両
系
の
能
力
向
上
教
育
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
路
網
の
整
備
を
含
め
た
最
新
の
災
害
事

例
等
を
も
と
に
編
纂
と
す
る
方
向
性
を
確
認
し
た
。
 

ウ
 
平
成
29
年
12
月
27
日
に
第
15
回
委
員
会
を
開
催
し
、
初
任
時
教
育
テ
キ
ス
ト
「
安
全
な
作
業
の
基
本
」
の
年
度
内
発

刊
を
確
認
し
、
初
版
の
内
容
に
つ
い
て
取
り
纏
め
の
審
議
を
し
た
。
ま
た
、
車
両
系
の
特
別
教
育
が
実
施
さ
れ
て
か
ら

５
年
経
過
と
な
る
に
対
応
す
る
、
新
た
な
能
力
向
上
教
育
用
テ
キ
ス
ト
の
素
案
、
か
か
り
木
処
理
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

の
見
直
し
等
を
審
議
し
た
。
 

 （
６
）
安
全
衛
生
教
育
等
に
係
る
講
師
養
成
研
修
の
開
催
 

ア
 
安
全
衛
生
教
育
等
に
係
る
講
師
養
成
研
修
を
、
7月

6日
か
ら
7月

7日
ま
で
の
2日

間
で
開
催
し
た
。
こ
の
研
修
の
開

催
に
当
た
っ
て
は
受
講
希
望
者
を

公
募
す
る
と
と
も
に
、
各
支
部
か
ら
の
研
修
参
加
者
を
募
集
し
、
支
部
か
ら
は
34

名
の
応
募
、
公
募
で
は
16
名
の
参
加
を
得
て
、
事
業
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

イ
 
実
施
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、
特
に
要
望
の
多
か
っ
た
振
動
障
害
に
関
す
る
講
義
を
加
え
、
今
後
の
林
業
作
業
形
態
か
ら

の
災
害
防
止
を
目
的
と
し
た
、
架
線
系
作
業
に
係
る
講
義
の
要
点
等
を
加
え
て
実
施
し
た
。
 

ウ
 
研
修
会
後
に
お
い
て
、
本
研
修
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
殆
ど
の
受
講
者
か
ら
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
回

答
を
得
た
。
 

 
 
 
 
[ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
抜
粋
（
％
は
普
通
～
満
足
ま
で
）
] 

研
修
全
般
に
つ
い
て
 

今
回
の
講
師
養
成
研
修
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
 

 
 9
6％

 

 
 
 
 
〃
 

講
師
の
説
明
が
理
解
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
 

 
 9
8％

 

 
 
 
 
〃
 

安
全
衛
生
教
育
に
当
た
り
、
研
修
が
役
立
つ
と
お
思
い
で
し
ょ
う
か
？
 

98
％
 

各
講
義
に
つ
い
て
 

関
係
法
令
、
話
し
方
、
伐
木
・
走
行
集
材
・
架
線
・
機
械
の
力
学
 
等
 

75
～
10
0％

 

今
後
の
研
修
希
望
 

安
全
衛
生
特
別
教
育

23
名
、
能
力
向
上
教
育

18
名
、
他
の
研
修

33
名
 

 
 
－
 

 ４
 
安
全
衛
生
対
策
支
援
事
業
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
カ
年
計
画
）
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
の
実
施
 

ア
 
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
 

災
防
計
画
の
最
終
年
度
の
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
本
部
、
支
部
、
会
員
事
業
場
が
一
丸
と
な
り
、
年

間
を
通
じ
て
取
組
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
に
向
け
た
取

組
の
実
施
要
領
」
を
策
定
し
、
災
防
計
画
の
目
標
値
で
あ
る
死
亡
労
働
災
害
36
人
（
林
業
31
人
、
木
材
製
造
業
5人

）
、

死
傷
災
害
は
平
成
24
年
度
と
比
較
し
て
15
％
減
少
さ
せ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
積
極
的
な
安
全
衛
生
活
動
を
展
開
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

過
去
４
年
間
に
発
生
し
た
林
業
・
木
材
製
造
業
の
死
傷
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま

え
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
最
重
点
の
取
組
と
し
て
設
け
、
計
画
目
標
の
達
成
を
図

る
。

 
［
支
部
］

 
ア
 
「
災
防
計
画
」
で
掲
げ
た
目
標
達
成
に
向
け
て
、
会
員
事
業
場
に
対
し
、
業
務
目
標

に
掲
げ
た
取
組
対
策
等
の
徹
底
を
図
る
。

 
イ
 
支
部
長
が
率
先
し
て
会
員
事
業
場
と
連
携
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
積
極

的
に
実
施
し
、
災
防
計
画
の
目
標
の
達
成
を
図
る
。

 
【
数
値
目
標
】

 
 
 
 
平
成
29
年
に
お
い
て
、

 
ア
 
死
亡
者
数
が
、
36
人
（
林
業
31
人
、
木
材
製
造
業
5人

）
を
下
回
る
こ
と
。

 
イ
 
休
業
4日

以
上
の
死
傷
者
数
を
、
平
成
24
年
と
比
較
し
て
15

%
以
上
減
少
さ
せ
る
こ

と
。

 
【
業
務
目
標
】

 
 
 
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関

す
る
技
術
的
な
指
導
・
援
助
事
業
と
支
部
が
連
携
し
、
有
機
的
な
取
組
を
行
い
、
一
層
の

労
働
災
害
防
止
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
次
の
取
組
を
実
施
す
る
。

 
ア
 
過
去

4
カ
年
の
林
材
業
死
傷
労
働
災
害
の
分
析
を
踏
ま
え
た
最
重
点
対
策
の
実
施

 
イ
 
「
災
防
計
画
」
に
定
め
た
取
り
組
む
べ
き
重
点
対
策
の
実
施

 
ウ
 
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
効
果
的
な
再
発
防
止
対

策
の
徹
底

 
エ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
特
定
事
業
場
に
対
す
る
集
中
指
導

 
オ
 
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
対
策
及
び
災
防
規
程
の
周
知
徹
底

 
           

し
た
。
 

イ
 
災
防
計
画
最
終
年
度
の
上
半
期
の
取
組
 

災
防
計
画
期
間
中
（
平
成
25
年
～
平
成
28
年
）
に
発
生
し
た
林
業
・
木
材
製
造
業
の
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を

踏
ま
え
た
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、「

第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
－
林
材
業
死

亡
災
害
の
分
析
結
果
と
再
発
防
止
対
策
－
」
を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
全
会
員
へ
11
,6
50
部
配
付
し
た
。
 

ま
た
、
前
述
の
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
林
業
及
び
木
材
製
造
業
の
労
働
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い

る
作
業
を
中
心
に
、
基
本
動
作
を
確
実
に
身
に
つ
け
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、「

林
業
と
木
材
製
造
業
の
今
日
の
作
業

ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
を
小
冊
子
に
取
り
ま
と
め
、
林
業
会
員
用
19
,5
50
部
、
木
材
製
造
業
会
員
用
9,
55
0部

作
成
し
、

集
団
指
導
用
資
料
と
し
た
。
 

ま
た
、
班
長
、
職
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
が
毎
日
の
作
業
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
「
自
主
点
検
表
－
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
－
」
を
、
林
業
会
員
用
29
,5
00
部
、
木
材
製
造
業
会
員

用
14
,5
30
部
作
成
し
、
労
働
災
害
の
再
発
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
集
団
指
導
用
資
料
と
し
た
。
 

ウ
 
林
材
業
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
 

林
材
業
に
お
け
る
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
災
防
計
画
の
重
点
対
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
災
防
計
画
の
最
終
年
の
熱
中
症
予
防
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「

林
材
業
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
要
綱
」
を
策
定
し
、
月
刊

情
報
誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
掲
載
並
び
に
都
道
府
県
支
部
を
介
し
て
、
会
員
事
業
主
に
熱
中
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
付
し
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

巡
回
指
導
、
講
習
会
等
で
指
導
 

38
支
部
 

エ
 
災
防
計
画
最
終
年
度
下
半
期
の
取
組
 

災
防
計
画
最
終
年
度
下
半
期
の
取
組
は
、
労
働
衛
生
週
間
、
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
、
林
材
業
年
末
年

始
無
災
害
運
動
を
通
じ
て
下
半
期
の
労
働
災
害
防
止
の
取
組
を
展
開
し
た
。
 

ま
た
、
上
半
期
に
お
け
る
林
業
死
亡
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
分
析
し
、
林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、「

死
亡
労
働
災
害
の
発
生
状
況
の
特
徴
と
対
策
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
本
部
か
ら
会
員
事
業
場
へ

送
付
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
林
材
安
全
に
掲
載
し
て
類
似
災
害
防
止
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
た
。
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

実
 
績
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

35
支
部
 

52
6事

業
場
 

集
団
指
導
会
及
び
会
議
等
で
指
導
 

40
支
部
 

12
1回

 

注
）
全
国
労
働
衛
生
週
間
、
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
、
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
と
一
部
重
複
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す
る
。
 

オ
 
広
報
用
資
料
の
作
成
 

平
成
29
年
1月

～
平
成
30
年
3月

 
会
員
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
林
材
安
全
に
次
の
記
事
を
掲
載
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           （
２
）
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」
の
遵
守
指
導
 

近
年
、
木
材
製
造
業
の
業
種
拡
大
や
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
、
現
行
災
防
規
程
は
製

材
機
械
と
木
工
機
械
の
一
部
の
規
定
で
、
木
材
製
造
業
全
体
の
作
業
を
網
羅
す
る
に
は
不

十
分
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
規
程
変
更
検
討
委
員
会
」（

以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
、
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
平
成
29
年
度
は
、
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
変
更
案
に
つ
い
て
、
有
識
者
か
ら
意
見
を

聴
取
し
、
通
常
総
代
会
の
承
認
を
得
た
後
に
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
認
可
申
請
す
る
。
認
可

後
、
速
や
か
に
変
更
災
防
規
程
を
会
員
に
通
知
し
、
そ
の
遵
守
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
。

 
ア
 
会
員
事
業
場
に
対
す
る
変
更
災
防
規
程
の
周
知
・
徹
底

 
 
 
（
ア
）
変
更
災
防
規
程
の
冊
子
等
の
作
成

 
 
 
 
 
 
変
更
災
防
規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
変
更
災
防
規
程
の
冊
子
及
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

 
 
 
（
イ
）
会
員
事
業
場
へ
の
配
付

 
 
 
（
ウ
）
災
防
規
程
の
遵
守
指
導

 
［
支
部
］

 
支
部
は
、
会
員
に
対
し
災
防
規
程
を
周
知
し
、
遵
守
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

 
【
業
務
目
標
】

 
会
員
に
対
し
、
集
団
指
導
会
等
を
通
じ
て
変
更
災
防
規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
    

カ
 
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
周
知
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
平
成
29
年
7月

認
可
(1
0月

適
用
)の

災
防
規
程
の
周
知
を
図
る
た
め
、
林
材
安
全
の
平
成
29
年
9月

号
～
平
成
30
年
3

月
号
に
主
な
変
更
点
や
解
説
を
掲
載
し
ま
し
た
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
「
災
防
計
画
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
目
標
と
す
る
死
亡
労
働
災
害
(林

業
31
人
、
木
材
製
造
業
5人

)及
び
休
業
4日

以
上
の
死
傷
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、「

労
働
行
政
と
連
携
し
た
合
同
現
場

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」、
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
効
果
的
な
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
」、

「
林
材
業
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
「
災
防
計
画
最
終
年
度
の
上
半
期
の
取
組
」、
「
林
業
及

び
木
材
製
造
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
一
層
の
定
着
」、
「
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
」、
「
林
材
業

年
末
年
始
無
災
害
運
動
を
通
じ
て
下
半
期
の
労
働
災
害
防
止
の
取
組
」
等
、
本
部
と
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
労
働
行
政
と

連
携
し
、
真
に
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。
 

 （
２
）
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」
の
遵
守
指
導
 

平
成
29
年
度
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
に
最
終
案
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
災
防
規
程
の
変
更
案
に
つ
い
て
、

有
識
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
通
常
総
代
会
の
承
認
を
得
た
後
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
認
可
申
請
を
行
い
、
平
成
29
年
7月

28
日
付
け
で
認
可
さ
れ
、
平
成
29
年
10
月
26
日
か
ら
適
用
さ
れ
た
。
 

ア
 
災
防
規
程
の
見
直
し
 

（
ア
）
平
成
27
年
の
変
更
以
降
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
、
通
達
等
の
改
正
が
な
さ
れ
、
化
学
物
質
管
理
の
あ
り
方
の

見
直
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
創
設
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
推
進
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
。
 

（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
。
 

（
ウ
）
会
員
適
用
事
業
の
範
囲
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
。
 

（
エ
）
木
材
製
造
業
に
お
け
る
業
務
の
内
容
、
作
業
の
方
法
等
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
。
業
種
の
多
様
化
と
機
械
設
備
等

の
技
術
革
新
が
進
展
し
た
こ
と
。
過
去
10
年
間
の
死
亡
災
害
を
発
生
状
況
に
お
い
て
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
車

両
系
荷
役
運
搬
作
業
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
移
送
・
転
送
作
業
、
非
定
常
作
業
で
の
死
亡
災
害
が
増
加
し
て
き
た

こ
と
。
 

（
オ
）
木
材
製
造
業
に
お
け
る
死
傷
年
千
人
率
は
、
他
の
製
造
業
と
比
べ
突
出
し
て
高
く
、
度
数
率
、
強
度
率
も
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
。
 

等
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
実
態
に
あ
っ
た
災
防
規
程
に
変
更
し
た
。
 

イ
 
災
防
規
程
の
周
知
と
遵
守
指
導
 

（
ア
）
厚
生
労
働
大
臣
に
認
可
さ
れ
た
災
防
規
程
を
支
部
及
び
会
員
事
業
場
へ
周
知
を
図
る
た
め
、「

災
防
規
程
」
(1
5,
00
0

部
)と

同
規
程
の
変
更
部
分
を
ま
と
め
た
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
(1
7,
00
0部

)を
作
成
し
、
会
員
事
業
場
へ
送
付
し
た
。
 

（
イ
）
安
全
管
理
士
及
び
支
部
が
連
携
し
て
、
集
団
指
導
会
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
な
ど

を
通
じ
て
、
災
防
規
程
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

（
ウ
）
 
林
材
安
全
に
掲
載
(再

掲
) 
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         （
３
）
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
と
全
国
安
全
週
間
等
へ
の
取
組
 

労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
事
業
者
、
事
業
主
団
体
等
の
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る

た
め
、
7
月
を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
重

点
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
安
全
管
理
士
等

が
支
部
及
び
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
、
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
し
て
「
労

働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を
本
部
、
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

 
 
 
 
な
お
、
本
月
間
取
組
の
他
、
全
国
安
全
週
間
（
7月

1日
～
7日

）
及
び
全
国
労
働
衛
生

週
間
（
10
月
1日

～
7日

）
の
協
賛
者
と
し
て
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
提
唱
す
る
年

末
年
始
無
災
害
運
動
（
12
月
15
日
～
1月

15
日
）
と
合
わ
せ
て
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の

高
揚
と
労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
［
支
部
］

 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
等
で
は
、
次
の
事
項
を
中
心
と
し
て
、
計
画
的
に
支

部
の
実
情
に
即
し
て
展
開
を
図
る
。

 
ア
 
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
支
部
が
緊
密
な
連
携
の
下
、
実
効
性
の
あ
る
「
林
材
業
労

働
災
害
防
止
月
間
」
の
取
組
と
し
て
「
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を

実
施
す
る
。

 
イ
 
支
部
長
は
、
本
月
間
中
に
率
先
し
て
会
員
事
業
場
と
連
携
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

 
ウ
 
会
員
に
対
し
て
は
、
労
働
安
全
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
現
場
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
、
安
全
唱
和
等
取
組
事
項
の
実
施
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
現
場
、
作
業

場
を
含
め
た
作
業
方
法
、
機
械
設
備
等
に
係
る
安
全
総
点
検
の
実
施
を
促
す
。

 

 

９
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
を
大
幅
に
変
更
 

10
月
号
 

木
材
製
造
業
関
係
を
主
体
に
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。 

11
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
１
回
）
 

12
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
２
回
）
 

１
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
３
回
）
 

２
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
４
回
）
 

３
月
号
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
逐
条
解
説
（
第
５
回
）
 

 （
３
）
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
と
全
国
安
全
週
間
等
へ
の
取
組
 

ア
 
全
国
安
全
週
間
の
あ
る
7 月

を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
本
来
遵
守
す
べ
き
基
本
的
な
作
業
手
順
を
励
行
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
災
害
が
多
発
し
、
同
種
作
業
・

類
似
災
害
の
発
生
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
標
語
『
予
知
の
目
で
 
早
め
に
摘
み
取
る
 
危
険
の
芽
』
を
掲
載

し
た
林
材
業
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
会
員
事
業
場
へ
頒
布
し
、
労
働
災
害
防
止
の
活
動
の
定
着
を
図
っ
た
。
 

ま
た
、
こ
の
月
間
中
の
厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
「
全
国
安
全
週
間
」（

7月
1日

～
7日

）

に
つ
い
て
も
協
賛
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、「

林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
主
な
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

26
支
部
 

26
6事

業
場
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
・
45
8分

会
 

―
 

イ
 
全
国
労
働
衛
生
週
間
 

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」（

10
月
１
日
～
7日

）
の
協
賛
者
と

し
て
、
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
林
材
業
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
標
語
を
『
健
診
で
 
自
分
が
わ
か
る
 
変

え
ら
れ
る
』
を
作
成
し
、
会
員
事
業
場
へ
頒
布
し
て
啓
発
活
動
を
計
画
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、
主
な
取
組
は
、
次
の
と
お
り
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
 

18
支
部
 

 7
0事

業
場
 

安
全
衛
生
講
習
会
、
産
業
安
全
衛
生
大
会
等
の
実
施
 

22
支
部
 

―
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
・
45
8分

会
 

―
 

ウ
 
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
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【
業
務
目
標
】

 
ア
 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
及
び
災
害
防
止
月
間
期
間
中
の
取
組
事
項

の
決
定
と
そ
の
取
組
の
徹
底
を
図
る
。

 
 
 
 
具
体
的
に
は
、

 
（
ア
）
林
材
業
死
傷
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組
事
項
の
策

 
 
 
定

 
（
イ
）
策
定
し
た
取
組
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
が
ブ
ロ
ッ
ク
内
支
部
長

と
緊
密
に
連
携
し
、
会
員
事
業
場
等
に
対
し
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
（
ウ
）
特
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
の
た
め
、「

安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・

木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
・
援
助

事
業
」
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
、
本
月
間
中
に
支
部
と
連
携
の
上
、
集
中
的
に
取
り
組
む
。

 
（
エ
）
以
上
の
取
組
の
他
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

 
ａ
 
全
国
安
全
週
間
の
周
知
と
そ
の
取
組

 
ｂ
 
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
周
知
と
そ
の
取
組

 
ｃ
 
平
成
29
年
度
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
周
知
徹
底

 
ｄ
 
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 
          （
４
）
労
働
災
害
情
報
の
収
集
分
析
と
提
供
 

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生
動

向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

 
［
支
部
］

 
ア
 
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
労
働
災
害
情
報
を
本
部
へ
迅
速
に
報
告
す

る
。

 

平
成
29
年
の
1～

8月
の
死
亡
労
働
災
害
が
夏
場
に
急
増
し
、
全
産
業
に
お
け
る
死
亡
労
働
災
害
が
前
年
同
期
比

9.
6％

（
49
人
）
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
29
年
9月

22
日
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長
か
ら
当
協

会
会
長
に
対
し
て
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
が
あ
っ
た
。
 

林
業
に
お
け
る
平
成
29
年
1月

～
8月

の
労
働
災
害
死
亡
者
数
は
、
対
前
年
比
で
35
.0
％
(7
人
)増

加
し
て
27
人
と
な

っ
て
お
り
、
林
業
は
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
伐
採
作
業
が
本
格
化
す
る
中
で
、
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
の
目

標
値
(林

業
31
人
、
木
材
製
造
業
5人

)の
達
成
は
厳
し
く
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
厚

生
労
働
省
の
緊
急
要
請
を
踏
ま
え
た
「
(緊

急
要
請
)職

場
に
お
け
る
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
取
組
実
施
要
領
」（

10

月
1日

～
1月

15
日
）
を
策
定
し
、
会
員
事
業
場
に
死
亡
労
働
災
害
撲
滅
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
本
部
か
ら

文
書
に
よ
り
周
知
す
る
と
と
も
に
、
取
組
事
項
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

な
お
、
主
な
取
組
は
、
次
の
と
お
り
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

実
 
績
 

緊
急
要
請
に
伴
う
要
請
の
通
知
(会

員
) 

47
支
部
 

全
て
の
会
員
事
業
場
 

集
団
指
導
会
及
び
講
習
会
等
で
指
導
 

32
支
部
 

 
 
11
3回

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

36
支
部
 

 
 
67
4事

業
場
 

エ
 
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
 

平
成
29
年
度
は
、
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
組
を
12
月
15
日
～
1月

15
日
ま
で
と
し
、
支
部
長
自
ら
参
加
の
下
、

地
方
労
働
行
政
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
連
携
し
、
「
自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活
用
し
た
現
場
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
年
末
年
始
の
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
た
。
 

な
お
、
主
な
取
組
は
、
次
の
と
お
り
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

実
 
績
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

38
支
部
 

 
 
 
23
7事

業
場
 

集
団
指
導
会
及
び
会
議
等
で
指
導
 

27
支
部
 

 
 
 
 5
5回

 

 （
４
）
労
働
災
害
情
報
の
収
集
分
析
と
提
供
 

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生
動
向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
 

提
供
情
報
 

提
供
頻
度
 

提
供
媒
体
 

提
供
先
 

死
亡
労
働
災
害
事
例
速
報
 

随
時
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

イ
 
本
部
か
ら
の
「
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
」
及
び
「
死
亡
災
害
事
例
速
報
」
を
会
員
、

林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
等
に
情
報
提
供
す
る
。

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
厚
生
労
働
省
・
毎
月
）

 
イ
 
死
亡
災
害
事
例
速
報
（
随
時
）

 
ウ
 
林
材
業
労
災
防
止
協
会
年
報
（
毎
年
）

 
エ
 
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

 
オ
 
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
労
働
災
害
事
例
の
掲
載
（
随
時
）

 
 （
５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
 

会
員
を
は
じ
め
社
会
一
般
に
対
し
て
林
材
業
の
労
働
災
害
防
止
に
係
る
情
報
提
供
と

当
協
会
の
事
業
活
動
の
周
知
を
図
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止
対
策
、
関
係
法
令
通
達
、
災

害
速
報
、
協
会
の
概
要
、
役
割
、
活
動
状
況
及
び
各
種
講
習
会
の
実
施
日
程
の
速
や
か
な

掲
載
と
内
容
の
充
実
を
図
る
。
 

［
支
部
］

 
ア
 
会
員
を
は
じ
め
、
林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
、
関
係
団
体
等
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
を
促
し
、
労
働
災
害
情
報
、
行
政
通
達
等
の
協
会
の
行
う
事
業
活
動
の
周
知
を
図
る
。 

イ
 
講
習
会
、
研
修
会
参
加
者
の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
各
種
講
習

会
の
実
施
日
程
等
の
情
報
提
供
を
行
う
。
 

【
業
務
目
標
】
 

ア
ク
セ
ス
件
数
  
20
0
件
/日

 

             

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
協
会
版
・
厚
生

労
働
省
版
）
 

毎
月
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
 

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
 

毎
月
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

一
般
 

労
働
災
害
事
例
 

各
月
号
 

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
 

購
読
者
 

林
材
業
労
災
防
止
協
会
年
報
 

毎
年
 

「
林
材
業
労
災
防
止
協
会
年

報
」
平
成
28
年
版
 

支
部
 

  （
５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と
、
労
働
災
害
事
例
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
最
新
情
報
、
協
会
事
業
内
容
の
提
供
に
努

め
た
。
 

【
新
た
な
掲
載
項
目
】
 

・
第
12
次
防
の
目
標
達
成
に
向
け
、
「
第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
」
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
表
、
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
、
会
員
の
取
組
へ
の
補
助
的
記
事
の

掲
載
に
努
め
た
。
 

・
「
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 ク

ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
国
の
労
働
安
全
衛
生
施
策
に
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
記
事

の
積
極
的
掲
載
に
務
め
た
。
 

・
平
成
29
年
度
版
｢図

書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
｣を

掲
載
し
、
販
売
事
業
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。
 

・
そ
の
他
労
働
安
全
衛
生
関
係
通
達
等
を
随
時
掲
載
し
た
。
 

 

 

●
平
成
29
年
度
中
に
ア
ッ
プ
し
た
労
働
安
全
衛
生
関
係
主
要
記
事
 

＜
主
要
項
目
＞
 

・
29
年
 
５
月
 
「
平
成

29
年
度
「
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱
」
」
広
報
記
事
 

・
 

５
月
 
「「

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の

た
め
の
集
団
指
導
会
開
催
」
広

報
記
事
 

・
 

７
月
 
「
平
成

29
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
実
施

に
つ
い
て
」
広
報
記
事
 

・
 

７
月
 
「
8
月
以
降
に
お
け
る
熱
中

症
予
防
対
策
の

徹
底
に
つ
い
て
」
広
報
記
事
 

・
 

９
月
 
「
平
成

29
年
度
『
見
え
る
』
安
全
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
」
広
報
記
事
 

・
 

９
月
 
「
長
時
間
労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
「
働

き
方
改
革
」
に
向
け
た
取
組
」

広
報
記
事
 

・
 

９
月
 
「
職
場
に
お
け
る
死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た

緊
急
要
請
に
つ
い
て
」
広
報
記
事
 

・
 

10
月
 
「
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
！
」
受

診
勧
奨
広
報
記
事
 

・
 

10
月
 
「
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
職

場
の
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
」
広
報
記
事
 

・
 

11
月
 
「
年
末
年
始
無
災
害
運
動
準
備
月
間
」
広
報

記
事
 

29
年
度
の
ア
ク
セ
ス
総
件
数
 

77
,
80
3
件
（
21
3
件
/ 
日
）
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

        （
６
）
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
等
の
開
催
 

ア
 
第
54
回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
滋
賀
県
で
開
催
す
る
。

 
 
 
イ
 
支
部
又
は
分
会
主
催
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
大
会
等
へ
の
資
料
提
供
や
周
知
広
報

に
係
る
支
援
を
行
う
。

 
［
支
部
］

 
ア
 
会
員
に
対
し
て
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
へ
の
参
加
勧
奨
に
努
め
る
。
 

イ
 
地
方
労
働
災
害
防
止
大
会
等
の
開
催

 
地
域
の
実
情
及
び
災
害
発
生
状
況
に
応
じ
、
支
部
又
は
分
会
に
お
け
る
地
方
労
働
災

害
防
止
大
会
及
び
緊
急
安
全
大
会
等
を
開
催
し
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
と
安
全

衛
生
情
報
の
共
有
を
図
る
。

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
開
催
月
日
 
 
平
成
29
年
10
月
12
日
（
木
）

 
イ
 
開
催
場
所
 
 
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（
滋
賀
県
大
津
市
）

 
 
 
ウ
 
参
加
者
目
標
 
75
0
名

 
    （
７
）
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
表
彰
事
業
等
へ
の
候
補
者
の
推
薦
 

ア
 
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
表
彰
規
程
」
に
基
づ
き
林
材
業
の
労
働

災
害
防
止
の
推
進
に
貢
献
し
た
事
業
場
、
団
体
、
個
人
に
つ
い
て
、
全
国
林
材
業
労
働

災
害
防
止
大
会
の
場
で
会
長
表
彰
等
の
表
彰
を
行
う
。
 

イ
 
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
表
彰
す
る
「
緑
十
字
賞
」、

厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す

る
「
安
全
衛
生
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
及
び
「
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣

顕
彰
」
候
補
者
を
選
考
し
、
推
薦
す
る
。
 

［
支
部
］

 

・
30
年
 ３

月
 

「
リ
ス
ク
評
価
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健

康
障
害
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ

い
て
」
記
事
掲
載
 

・
 

３
月
 
「
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
広
報
記
事
 

＜
随
時
掲
載
し
た
主
な
項
目
＞
 

・
行
政
通
達
 

・
死
亡
労
働
災
害
速
報
（
林
業
、
木
材
製
造
業
）
 

・
労
働
災
害
関
連
統
計
 

・
労
働
安
全
衛
生
関
係
の
行
政
報
道
発
表
記
事
 

 （
６
）
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
等
の
開
催
 

第
54
回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
平
成
29
年
10
月
12
日
（
木
）
、
滋
賀
県
大
津
市
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
し
、
大
会
式
典
ま
で
の
間
に
お
い
て
防
護
衣
等
の
安
全
衛
生
用
品
等
の
展
示
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
で
の
伐
倒
時

災
害
の
Ｖ
Ｒ
体
験
を
行
い
、
大
会
式
典
で
の
優
良
事
業
場
及
び
功
労
者
等
の
表
彰
、
事
業
場
の
体
験
事
例
発
表
等
を
通
じ

て
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。
 

 
 
 
ま
た
、
地
方
労
働
災
害
防
止
大
会
を
支
部
、
分
会
の
単
独
又
は
関
係
団
体
と
の
共
催
の
も
と
開
催
し
た
。
 

全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
 

滋
賀
県
大
津
市
 

 
71
1
人
 

地
方
労
働
災
害
防
止
大
会
 

1
支
部
 

 
 
13
0
人
 

<第
54
回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
> 

 大
会
の
内
容
 

活
動
等
紹
介
 

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
・
参
考
に
な
っ
た
 

10
0
.0
％
 

特
別
講
演
 

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
・
お
も
し
ろ
か
っ
た
 

 
88
.9
％
 

講
演
 

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
・
参
考
に
な
っ
た
 

 
80
.0
％
 

 
展
示
・
普
及
コ
ー
ナ
ー
 

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
・
参
考
に
な
っ
た
 

 
87
.5
％
 

大
会
の
運
営
 

大
変
円
滑
で
あ
る
・
円
滑
で
あ
る
 

 
94
.2
％
 

大
会
全
般
 

大
変
満
足
で
あ
る
・
満
足
で
あ
る
 

 
88
.2
％
 

労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
の
認
識
 

大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
・
有
意
義
で
あ
っ
た
 

 
93
.8
％
 

 （
７
）
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
表
彰
事
業
等
へ
の
候
補
者
の
推
薦
 

ア
 
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
会
長
表
彰
 

支
部
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
候
補
者
に
つ
い
て
表
彰
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
安
全
衛
生
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
団

体
、
事
業
場
並
び
に
労
働
災
害
防
止
に
特
に
功
労
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て
、
全
国
大
会
の
場
で
表
彰
を
行
っ

た
。
 

団
 体

 賞
 

2
団
体
 

事
業
場
賞
 

優
良
賞
 

 
3
事
業
場
 

進
歩
賞
 

 
0
事
業
場
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ア
 

全
国

林
材
業
労
働
災
害
防
止
大

会
で
表
彰
す
る
会
長
表
彰
の

功
労
者
等
候
補
者

の

推
薦
を
行
う
。
 

イ
 
「
緑
十
字
賞
」、
「
安
全
衛
生
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
及
び
「
安
全
優
良
職
長

厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
」
の
候
補
者
の
推
薦
を
行
う
。
 

   ５
 
組
織
体
制
、
事
業
運
営
の
整
備
強
化
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
協
会
の
業
務
運
営
に
係
る
業
務
改
善
へ
の
継
続
し
た
取
組
 

協
会
は
、
協
会
設
立
目
的
の
達
成
等
の
た
め
、
「
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
民

間
法
人
の
運
営
に
関
す
る
指
導
監
督
基
準
」（

平
成
14
年
4月

26
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
く

健
全
で
適
正
な
管
理
運
営
と
事
務
・
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、「

労
働
政
策
審
議
会
安

全
衛
生
分
科
会
労
働
災
害
防
止
団
体
改
革
検
討
専
門
委
員
会
報
告
書
」
（
平
成
23
年
11
月

21
日
）
を
踏
ま
え
、
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
む
。
 

特
に
、
平
成
29
年
度
は
、
改
正
会
計
規
程
が
平
成
29
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
支
部
に
対
し
て
適
確
な
指
導
を
実
施
し
、
円
滑
な
運
用
を
図
る
。
 

［
支
部
］

 
本
部
と
連
携
し
て
、
支
部
業
務
全
般
に
お
け
る
業
務
改
善
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

特
に
、
改
正
会
計
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
支
部
会
計
業
務
の
適
正
な
運
用
を
進
め
る
。
 

         （
２
）
理
事
会
・
総
代
会
等
の
開
催
 

事
業
計
画
、
事
業
予
算
等
の
協
会
運
営
の
審
議
検
討
及
び
執
行
決
定
の
た
め
の
理
事
会

及
び
総
代
会
を
開
催
す
る
。
 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
理
事
会
（
定
期
的
に
開
催
）
 

イ
 
第
56
回
通
常
総
代
会
（
平
成
29
年
６
月
１
日
（
木
）
開
催
）
 

個
 人

 賞
 

功
労
賞
 

 
19

人
 

功
績
賞
 

 
9
人
 

会
長
感
謝
状
 

 
6
人
 

計
 

 
39
 

イ
 
緑
十
字
賞
の
推
薦
 

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
実
施
す
る
緑
十
字
賞
表
彰
に
つ
い
て
、
2
名
が
表
彰
を
受
け
た
。
 

 ５
 
組
織
体
制
、
事
業
運
営
の
整
備
強
化
（
自
主
事
業
）
 

（
１
）
協
会
の
業
務
運
営
に
係
る
業
務
改
善
へ
の
継
続
し
た
取
組
 

ア
 
改
正
会
計
規
程
の
施
行
 

「
改
正
会
計
規
程
」
（
平
成
29
年
4月

1日
施
行
）
及
び
「
会
費
に
つ
い
て
」
（
平
成
28
年
6月

1日
理
事
会
承
認
）
に

基
づ
き
、
会
費
の
管
理
及
び
本
部
・
支
部
会
計
の
統
一
化
の
実
施
を
図
っ
た
。
 

イ
 
会
費
の
適
正
管
理
の
実
施
 

会
費
に
つ
い
て
は
、
支
部
が
徴
収
し
た
会
費
の
資
金
管
理
部
門
へ
の
納
付
（
9月

及
び
12
月
）
と
、
支
部
運
営
に
必

要
な
資
金
を
理
事
会
承
認
に
よ
り
資
金
管
理
部
門
か
ら
支
部
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
に
努
め
た
。
 

ウ
 
本
部
・
支
部
会
計
の
統
一
化
の
実
施
及
び
指
導
 

本
部
・
支
部
会
計
の
統
一
化
の
一
環
と
し
て
、
本
部
及
び
支
部
事
業
計
画
案
及
び
支
部
収
支
予
算
案
に
基
づ
く
収
支

予
算
案
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
支
部
に
対
し
て
会
計
、
経
理
に
係
る
指
導
を
行
い
、
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
月
次
報
告

を
合
わ
せ
た
協
会
の
合
計
残
高
試
算
表
及
び
収
入
支
出
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
基
と
し
て
協
会
の
年

次
財
務
諸
表
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
一
化
を
図
っ
た
。
 

エ
 
監
事
監
査
結
果
に
基
づ
く
措
置
 

協
会
業
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
改
正
会
計
規
程
に
基
づ
く
会
計
経
理
の
適
正
を
期
す
る
た
め
、
監
事
監
査
結

果
に
基
づ
く
改
善
措
置
を
徹
底
し
た
。
 

     （
２
）
理
事
会
・
総
代
会
等
の
開
催
 

・
64
回
理
事
会
及
び
56
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、
28
年
度
事
業
報
告
、
28
年
度
決
算
報
告
、
29
年
度
事
業
計
画
案
、
2
9

年
度
収
支
予
算
案
、
29
年
度
会
費
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
一
部
変
更
案
に
係
る
議
題
を
審
議
の

う
え
承
認
さ
れ
た
。
 

・
４
月
の
63
回
理
事
会
に
お
い
て
、
29
年
度
支
部
事
業
計
画
案
、
29
年
度
支
部
収
支
予
算
案
に
係
る
議
題
を
審
議
の
う
え

承
認
さ
れ
た
。
12
月
の
65
回
理
事
会
で
は
、
上
半
期
の
会
費
案
及
び
上
半
期
の
事
業
実
施
状
況
報
告
、
66
回
で
は
林
材

監
事
監
査
 

本
部
会
計
業
務
監
査
 
 
 
 
2
回
 

支
部
会
計
業
務
監
査
 
 
 
 
4
支
部
 

登
録
教
習
機
関
業
務
監
査
 
 
2
支
部
（
再
掲
）
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業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
5カ

年
計
画
20
18
年
度
～
20
22
年
度
）
案
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、
平
成
30
年
度
収
支

予
算
案
、
29
年
度
会
費
案
を
審
議
の
う
え
承
認
さ
れ
た
。
 

通
常
総
代
会
 

平
成
29
年
6月

（
１
回
開
催
）
 

理
 
事
 
会
 

平
成
29
年
4月

、
5月

、
12
月
及
び
平
成
30
年
2月

 
（
4回

開
催
）
 

（
別
紙
）
 

１
 
総
代
会
及
び
理
事
会
 

（
１
）
総
代
会
 

回
 

開
催
日
 

承
認
議
案
 

第
56
回
通
常
総
代
会
 

平
成
29
年
6月

1日
 

平
成
28
年
度
事
業
報
告
 

平
成
28
年
度
決
算
報
告
 

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
 

平
成
29
年
度
収
支
予
算
案
 

平
成
29
年
度
会
費
案
 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
の
一
部

変
更
案
 

役
員
の
一
部
改
選
 

（
２
）
理
事
会
 

回
 

開
催
日
 

承
認
及
び
審
議
・
報
告
事
項
 

第
63
回
 

平
成
29
年
4月

27
日
 

①
平
成
29
年
度
支
部
事
業
計
画
案
 

②
平
成
29
年
度
支
部
収
支
予
算
 

③
支
部
に

お
け
る

安
全
衛

生
法

違
反
行

為
事
案

及
び
安

全
衛

生

教
育
の
不
適
正
な
処
理
事
案
 

 
第
64
回
 

平
成
29
年
5月

22
日
 

①
第
56
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
 

②
総
合
評
価
委
員
会
委
員
の
委
嘱
 

 
第
65
回
 

平
成
29
年
12
月
6日

 
①
賛
助
会
員
の
加
入
案
 

②
参
与
の
委
嘱
案
 

③
平
成
29
年
度
上
半
期
の
会
費
案
 

④
平
成
29
年
度
上
半
期
の
事
業
実
施
状
況
 

⑤
第
12
次
防
労
働
災
害
防
止
計
画
最
終
年
度
の
取
組
 

 
第
66
回
 

平
成
30
年
2月

1日
 

①
林

材
業

労
働

災
害

防
止

計
画

（
5
カ

年
計

画
・

20
18

年
度

～

20
2
2年

度
）
案
 

②
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
 

③
平
成
29
年
度
の
会
費
案
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   （
３
）
支
部
長
会
議
等
の
開
催
 

ア
 
ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
の
協
会
事
業
運
営
方
針
と
事
業

計
画
等
を
説
明
し
、
本
部
、
支
部
と
の
共
通
認
識
の
形
成
を
図
る
。
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
等
を
説
明
し
、
共
通

認
識
の
形
成
と
円
滑
な
実
施
を
図
る
。
 

 
 
ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
協
会
の
概
要
、
役
割
、
活
動
状
況
及
び
関
係

法
令
等
を
説
明
し
、
支
部
運
営
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
。
 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長
会
議
（
平
成
30
年
2月

～
3月

開
催
）
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
（
平
成
29
年
6月

22
日
（
木
）
開
催
）
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
（
平
成
29
年
6月

22
日
（
木
）
開
催
）
 

     （
４
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
 

協
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
等
の
重
要
情
報
漏
え
い
等
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
及
び
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
」
等
に

基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
等
を
職
員
に
随
時
提
供
し
、
注
意
喚
起
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
修
等
に
よ
り
継
続
的
な
啓
発
活
動
を
進
め
る
。
 

・
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
開
催
時
（
6月

）
に
お
け
る
研
修
等
 

［
支
部
］

 
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
及
び
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
」
等

に
基
づ
き
、
重
要
情
報
等
の
適
切
な
管
理
を
実
施
す
る
。

 

 （
３
）
支
部
長
会
議
等
の
開
催
 

本
部
・
支
部
間
の
連
携
を
深
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
事
業
活
動
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長

会
議
及
び
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
て
一
体
的
な
事
業
運
営
の
強
化
に
努
め
た
。
 

ア
 
ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長
会
議
で
は
、
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
を
踏
ま
え
た
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
5か

年
計
画
・
20
18
年
度
～
20
22
年
度
）
（
案
）
」
及
び
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
」
を
説
明
し
、
各
支
部
の
実
施

協
力
を
求
め
た
。
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
で
は
、
事
業
活
動
の
的
確
、
円
滑
な
展
開
を
図
る
た
め
、
①
平
成
29
年
度
事
業
計
画
に
基

づ
く
支
部
実
施
事
項
、
②
「
第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
度
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
で
は
、
新
た
に
支
部
事
務
局
長
等
に
就
い
た
者
（
13
名
）
を
対
象
に
、
当
協
会
の
設
立
目

的
、
設
立
経
緯
、
協
会
組
織
の
位
置
付
け
、
安
全
衛
生
活
動
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。
 

      （
４
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
 

ア
 
協
会
が
保
有
す
る
個
人
、
事
業
場
等
に
関
係
す
る
重
要
情
報
の
漏
え
い
等
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
、
社
会
的
信
頼
性

と
評
価
を
得
る
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
確
実
か
つ
適
切
な
実
施
・
運
用
を
進
め
た
。
 

イ
 
政
府
統
一
基
準
群
及
び
厚
生
労
働
省
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
準
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
運
用
強
化
と
、
適

切
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
等
の
導
入
に
よ
り
継
続
的
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
本
部
役

職
員
、
支
部
長
及
び
支
部
職
員
に
対
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
し
た
。
 

ウ
 
厚
生
労
働
省
に
よ
る
所
管
法
人
等
に
対
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
、
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
教
育
訓
練
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
訓
練
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
対
応
し
た
。
 

【
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
等
】
 

全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
（
平
成
29
年
6月

22
日
）
 

ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長
会
議
（
平
成
30
年
2月

～
3月

）
 

【
監
査
・
訓
練
等
】
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
訓
練
（
平
成
29
年
9月

26
日
）
 

・
標
的
型
メ
ー
ル
訓
練
（
平
成
29
年
11
月
20
日
～
12
月
15
日
）
 

④
平
成
29
年
度
業
績
評
価
報
告
書
 

 

ブ
ロ
ッ
ク
別
支
部
長
会
議
 

平
成
30
年
2月

～
3月

 
６
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
島
県
、
東
京
都
、
愛
知

県
、
奈
良
県
、
香
川
県
、
佐
賀
県
）
 

全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
 

平
成
29
年
6月

 
東
京
都
 

新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
 

平
成
29
年
6月

 
東
京
都
 



― 39 ―

 【
Ⅱ

 
自
主

事
業
】

 

39
 

 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

・
情
報
資
産
棚
卸
及
び
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
（
平
成
29
年
11
月
30
日
）
 

・
平
成
29
年
度
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
不
正
侵
入
）
テ
ス
ト
（
平
成
29
年
11
月
13
日
～
11
月
21
日
）
 

・
平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
（
平
成
29
年
12
月
21
日
～
22
日
）
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（
安
全
衛
生
教
育
等
の
実
施
と
資
格
取
得
の
促
進
）
 

○
受
講
生
は

、
平
成
28
年
度
は
39
,0
33
人
で

あ
っ
た
の
に
比
し
、
平
成
29
年
度
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

38
,4
55
人
で
あ
っ
た
。
本
部
に
お
け
る
「
講
師
養
成
研
修
」、

安
全
衛
生

教
育
情
報
の
提
供
等
取
組
強
化

が
図
ら
れ
た
。
 

○
講
師
養
成

研
修
や
支
部
に
お
け
る
技
能
講

習
等
々
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
 

○
平
成

29
年

度
に
つ
い
て
も
平
成
28
年
度
と

同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。
一
支
部
に
お
い
て
講
習
に
関
し
て
、
不
適
正
な
処
理
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

か
ら
し
て
も
、
本
部
か
ら
の
監

査
、
指
導
を
徹
底
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
 

○
受
講
者
の

総
数
が
前
年
度
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
の
に
、
事
業
決
算
額
を
み
る
と
、
収
支
差
は
前
年
度
に
対
し
て
増
え
て
い
る
。
今
年
度
は
収
益
面
で
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
が
、
前
年
度
と
比
べ
て

こ
の
様
な
差
が
で
る
の
か
。
 

○
各
支
部
で

行
っ
て
い
る
講
習
内
容
の
平
準

化
が
必
要
か
。
 

○
29
年
度
の

技
能
講
習
は
28
年
度
実
績
を
下

回
り
、
安
全
衛
生
特
別
教
育
は
28
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
。
中
長
期
で
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
に

お
い
て
取
組
が
低
調
で
あ
る
と
し
た
ら
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
の
懸
念

も
あ
り
、
林
災
防
と
し
て
再
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

 （
図
書
・
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
）
 

○
図
書
販
売

、
教
育
テ
キ
ス
ト
の
販
売
も
順

調
で
、
安
全
衛
生
教
育
支
援
普
及
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
新
た
に
テ
キ
ス
ト
等
の
改
正
、
作
成
も
実
施
し

、
尚
且
つ
利
益
も
上
げ
て
い
る

。
 

○
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
作
業
と
刈
払
機
作
業
の
テ

キ
ス
ト
に
映
像
配
信
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
加
し
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
一
層
有
用
な
も
の
に
な

っ
た
。
前
年
度
同
様
、
自
主
事
業
と

し
て
収
益
面
で
も
貢
献
し

て
い
る
。
 

○
図
書
販
売

の
Ｐ
Ｒ
の
拡
大
、
安
全
衛
生
教

育
テ
キ
ス
ト
改
訂
等
を
行
う
こ
と
で
前
年
比
収
支
差
の
伸
び
を
評
価
し
た
い
。
 

○
図
書
教
材

、
安
全
衛
生
用
品
、
保
護
具
等

を
積
極
的
に
開
発
、
販
売
し
、
収
益
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
 

○
テ
キ
ス
ト

、
解
説
版
等
を
積
極
的
に
発
刊

、
普
及
し
、
収
入
確
保
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
 

○
多
く
の
団

体
で
出
版
事
業
が
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
29
年
度
実
績
は
お
見
事
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
工
夫
を
凝
ら
し
て
制

作
し
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
評

価
す
る
。
 

○
防
護
衣
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
、
次

々
と
改
良
型
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
ほ
し
い
。
 

 （
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
の
編
集
・
発
行
）
 

○
林
材
業
関

係
の
人
口
減
の
中
、
発
行
部
数

を
最
小
限
に
止
め
て
い
る
。
業
界
唯
一
の
専
門
誌
と
し
て
多
少
の
収
益
性
を
度
外
視
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
制
作
・
発

刊
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。
 

○
「
林
材
安

全
」
の
内
容
充
実
を
は
か
り
、

業
界
唯
一
の
労
働
安
全
衛
生
専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
、
社
会
性
の
維
持
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
 

○
「
林
材
安

全
」
を
拝
見
し
て
い
る
が
、
適

時
・
的
確
な
情
報
発
信
と
し
て
評
価
で
き
る
。
 

○
月
間
情
報

誌
「
林
材
安
全
」
は
、
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
そ
の
普
及
と
広
報
に
役
立
っ
て
い
る
。
記
事
の
内
容
か
ら
す
る
と
長
い
連
載
記
事
が
多
く

マ
ン
ネ
リ
の
感
が
あ
る
。
 

○
よ
り
魅
力

的
な
誌
面
作
り
を
望
む
。
 

 （
労
働
安
全
・
労
働
衛
生
標
語
の
募
集
）
 

○
労
働
安
全

・
労
働
衛
生
標
語
の
募
集
に
つ

い
て
の
工
夫
、
ポ
ス
タ
ー
発
行
に
つ
い
て
の
写
真
版
の
作
成
な
ど
工
夫
が
み
ら
れ
、
部
数
も
順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
る
な
ど
評

価
で
き
る
。
 

○
標
語
応
募

総
数
が
前
年
度
に
比
べ
て
約
7.
5倍

も
増
え
て
お
り
、
林
業
労
働
安
全
衛
生
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
伺
え
る
。
 

○
一
般
公
募

し
て
い
る
こ
と
な
ど
社
会
全
般

へ
の
影
響
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
 

○
安
全
衛
生

標
語
募
集
へ
多
数
の
応
募
が
あ

る
こ
と
は
林
材
業
関
係
者
の
意
識
の
指
標
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
評
価
で
き
る
。
 

○
標
語
応
募

件
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
一

方
、
ポ
ス
タ
ー
販
売
実
績
が
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ
た
。
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
等
作
成
委
員
会
の
開
催
）
 

○
災
防
規
程

の
改
訂
版
の
発
行
並
び
に
解
説

版
の
発
行
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
ま
た
５
年
を
経
過
し
た
車
両
系
の
特
別
教
育
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
の

見
直
し
、
か
か
り
木
処
理
に
関

す
る
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
検
討

を
審
議
し
て
い
る
こ
と
な
ど
評

価
で
き
る
。
 

○
テ
キ
ス
ト

等
作
成
委
員
会
の
効
率
的
開
催

を
行
っ
た
。
 

○
有
識
者
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
改
定
等
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。
こ
の
こ
と
が
、「

図
書
・
安
全
衛
生
用
具
の
普
及
」
の

実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

○
毎
年
既
存

の
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
を
中
心
に

発
刊
を
行
っ
て
い
る
が
、
年
度
毎
、
ど
の
関
連
項
目
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
る
の
か
決
め
て
い
る
の
か
。
時
代
に
即
応
し

、
し
か
も
先
を
予
想
し
数
年
を
見

越
し
た
計
画
の
中
で
、
ど
の

種

の
テ
キ
ス
ト

を
発
刊
す
る
か
等
の
検
討
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
 

○
委
員
の
人

数
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次

の
委
員
の
養
成
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
 

 （
安
全
衛
生
教
育
等
に
係
る
講
師
養
成
研
修
の
開
催
）
 

○
受
講
者
の

数
、
効
果
を
含
め
、
定
期
開
催

の
め
ど
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
評
価
で
き
る
。
 

○
事
業
を
継

続
し
、
教
育
レ
ベ
ル
の
維
持
向

上
を
期
さ
れ
た
い
。
 

○
講
師
養
成

は
特
に
重
要
で
あ
る
。
参
加
受

講
者
の
満
足
度
も
高
い
。
 

○
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
良
い
。
様
々
な
意
見

交
換
が
で
き
る
。
 

○
有
意
義
な

講
師
養
成
研
修
を
行
っ
た
。
 

○
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
好
評
で
あ
り
、
所
期

の
目
的
を
達
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
 

○
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
様
に
推
移
し
て
い
る
。

安
全
衛
生
教
育
の
講
師
の
資
格
や
免
許
状
等
の
認
定
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 （
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
カ
年
計
画
）
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
の
実
施
）
 

○
平
成

25
～

28
年
に
発
生
し
た
林
業
及
び
木

材
製
造
業
等
死
亡
労
働
災
害
を
分
析
し
、
結
果
を
踏
ま
え
た
再
発
防
止
対
策
を
ま
と
め
た
冊
子
の
配
布
、「

今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
（
小
冊
子
）、

熱
中
症
対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
製

等
を
通
じ
て
死
亡
災
害
防
止
に
貢
献
し
た
。
 

○
目
標
達
成

が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
良
い
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
 

○
「
今
日
の

作
業
ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
の
作

成
、「

自
主
点
検
表
-チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

-」
を
作
成
・
配
布
等
に
よ
り
死
亡
災
害
の
再
発
防
止
に
努
め
た
。
 

○
労
働
行
政

と
連
携
し
た
合
同
現
場
パ
ト
ロ

ー
ル
、
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
、
林
業
ST
OP
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、
き
め

細
か
い
対
応
が
さ
れ
て
い
る
。
林

業
に
お
い

て
は
、
死
亡
災
害
は
１
名
減
少

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
休
業
4日

以
上
の
死
傷
災
害
は

24
7名

の
大
幅
減
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
さ
ら
に
、
５
か
年

計
画
最
終
年
度
と
し
て
、「

死
亡

労
働
災
害
の
発
生
状
況
の

特

徴
と
対
策
」

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

本
部
か
ら
直
接
会
員
事
業
場
に
送
付
し
、
類
似
災
害
防
止
の
取
組
を
徹
底
し
た
こ
と
も
評
価
で
き
る
。
 

○
第

12
次

労
働
災
害
防
止
計
画
目
標
に
対

し
、
災
害
防
止
対
策
の
冊
子
、
あ
る
い
は
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
」
カ
ー
ド
(小

冊
子
）
を
作
成
し
会
員
に
配
布
、
な
ど
熱

心
に
啓
蒙
運
動
を
し
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
死
亡
事
故
が
減
ら

な
い
の
は
な

ぜ
か
、
追
求
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
 

○
第

12
次
労

働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
に

当
た
り
労
働
災
害
防
止
対
策
に
色
々
と
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
災
防
計
画
の
目
標
で
あ
る
死
亡
者
数
36
人
以
下
の
数
値
目
標
は

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
新
た
な
災
防

計
画
に
向
け
て
、
労
働
災

害
防
止
対
策

に
一
層
の
努
力
強
化
が
望
ま
れ

る
。
 

 （
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」
の
遵
守
指
導
））

 

○
災
防
規
程

の
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
、
決

定
普
及
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
評
価
で
き
よ
う
。
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
木
材
製
造

業
に
係
る
新
た
な
災
防
規
程
が

認
可
さ
れ
、
支
部
や
会
員
事
業
場
へ
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
当
事
業
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
 

○
改
定
さ
れ

た
災
防
規
程
（
15
,0
00
部
）、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
17
,5
00
部
）
を
会
員
事
業
場
に
送
付
し
、
規
程
の
遵
守
に
努
め
た
。
 

○
林
業
・
木

材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程

の
周
知
を
図
る
た
め
に
災
防
規
程
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
配
布
し
、
広
報
に
努
め
て
い
る
。
 

○
災
防
規
程

及
び
同
規
程
の
変
更
等
に
つ
い

て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
集
団
指
導
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
同
規
程
の
遵
守
徹
底
の
指
導
に
努

め
た
。
 

○
平
成

27
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
災
防
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
可
を
得
て
、
今
後
は
、
改
正
災
防
規
程
の
周
知
と
遵
守
指
導
に
移
る
こ
と
に
な

る
。
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安

全
」
に
お
い
て
逐
条
解
説
を
行
っ

て
お
り
、
周

知
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
評
価

で
き
る
。
 

 （
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
と
全
国
安
全
週
間
等
へ
の
取
組
）
 

○
林
材
業
労

働
災
害
防
止
月
間
の
設
定
と
全

国
安
全
週
間
を
設
定
し
、
定
期
的
に
作
業
者
等
に
安
全
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。
平
成
29
年
度
は
特
に
死
亡
事

故
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
全
会
員

事
業
場
に
緊
急
死
亡
撲
滅

に
向
け
た
取

組
を
通
知
、
講
習
、
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
評
価
で
き
る
。
 

○
7月

を
「
林

材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」

に
設
定
し
、
ま
た
10
月
の
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」
の
協
賛
者
と
し
て
無
災
害
運
動
の
計
画
的
な
展
開
を
図
っ
た
点
が
評
価
さ

れ
る
。
 

○
広
報
活
動

を
徹
底
し
て
行
い
、
運
動
を
活

性
化
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

○
全
国
安
全

週
間
、
全
国
労
働
衛
生
週
間
、

年
末
年
始
無
災
害
運
動
期
間
中
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
し
か
も
29
年
度
は

28
年
度
実
績
を
お

お
む
ね
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
た
い
。
 

○
非
収
益
事

業
で
あ
る
の
で
多
少
の
収
支
の

赤
字
は
仕
方
な
い
が
、
毎
年
の
定
常
事
業
で
あ
る
の
に
支
出
額
の
変
動
が
大
き
い
。
 

○
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
は
会
員
だ
け
で
な
く
、

他
の
機
関
と
の
連
携
が
効
果
あ
る
（
県
、
市
な
ど
）。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
（
安
全
衛
生
指
導
員
）
の
養
成
は
必
要
な
い
か
。
 

 （
労
働
災
害
情
報
の
収
集
分
析
と
提
供
）
 

○
労
働
災
害

情
報
の
収
集
分
析
の
全
国
ネ
ッ

ト
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
広
報
が
労
災
の
予
防
に
寄
与
し
て
い
る
。
 

○
労
働
災
害

情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
情
報

誌
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
周
知
に
努
め
た
。
 

○
全
森
連
と

重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
情
報

発
信
は
必
要
で
あ
る
。
 

○
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し
て
情
報
収
集
、

分
析
、
提
供
を
行
い
類
似
災
害
の
防
止
に
努
め
た
。
 

○
死
亡
災

害
事
例
速
報
（
随
時
）、

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
毎
月
）
の
発
行
等
、
定
期
的
に
災
害
統
計
等
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
事
業
者
へ
の
注
意
喚
起
等
意

義
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
分
析
に
基
づ
き
、
緊
急
警
報

発

令
等
の
諸
対
策
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
大
事

な
仕
事
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
 

○
労
働
災
害

情
報
の
収
集
と
広
報
に
つ
い
て

よ
く
や
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
災
害
事
例
の
分
析
も
し
て
い
る
が
、
結
果
に
つ
い
て
活
用
を
積
極
的
に
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
 

○
労
働
災
害

の
情
報
提
供
は
労
働
災
害
防
止

対
策
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。
情
報
収
集
は
で
き
る
限
り
現
地
検
証
等
を
行
い
、
よ
り
正
確
な
も
の
が
望
ま
れ
る
。
 

 （
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
）
 

○
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
は

､ほ
ぼ
よ
い
。
問
題
は
、
会
員
現
場
の
作
業
員
が
ど
の
く
ら
い
見
て
い
る
か
で
あ
ろ
う
。
 

○
ア
ク
セ
ス

件
数
は
日
当
た
り
21
3件

と
年
々

増
加
し
て
お
り
、
情
報
発
信
の
貢
献
度
は
増
し
て
い
る
。
 

○
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
が
ア
ク
セ
ス
数
増

加
等
情
報
発
信
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

○
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
、
各
種
情
報
を

掲
載
し
て
広
報
に
努
め
た
。
 

○
ア
ク
セ
ス

件
数
も
多
く
、
林
材
業
従
事
者

に
と
っ
て
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
ア
ク
セ
ス
件
数
も
成
果
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
。
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
等
の
開
催
）
 

○
通
常
通
り

行
わ
れ
た
。
 

○
協
会
の
一

大
事
業
と
し
て
例
年
ど
お
り
無

事
遂
行
さ
れ
た
。
 

○
大
会
が
目

標
人
数
に
ほ
ぼ
近
い
71
1人

が
参

加
し
、
盛
会
裡
に
終
了
し
、
参
加
者
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
 

○
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
上
と
い
え
る
。
生
の

意
見
が
聞
け
る
。
 

○
28
年
度
の

香
川
大
会
に
は
及
ば
な
か
っ
た

が
、
目
標
数
に
ほ
ぼ
近
い
参
加
者
を
得
る
な
ど
54
回
大
会
（
滋
賀
）
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
概
ね
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
事

業

目
的
は
達
成

さ
れ
て
い
る
。
 

○
年
に
一
度

の
労
働
災
害
防
止
大
会
を
開
い

た
。
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
よ
う
に
大
会
ご
と
に
特
色
を
出
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 （
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
表
彰
事
業
へ
の
候
補
者
の
推
薦
）
 

○
通
常
通
り

行
わ
れ
た
。
 

○
例
年
同
様

、
事
業
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ

た
。
優
良
表
彰
事
業
場
や
個
人
表
彰
者
を
逐
次
情
報
誌
等
で
紹
介
し
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
励
み
に
な
る
も
の
に
し
た
い
。
 

○
規
程
ど
お

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

○
各
事
業
者

が
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
さ
れ
る
よ
う

な
表
彰
制
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
 

 （
協
会
の
業
務
運
営
に
係
る
業
務
改
善
へ
の
継
続
し
た
取
組
）
 

○
業
務
運
営

の
改
善
方
針
に
向
か
っ
て
、
組

織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
改
善
さ
れ
て
い
る
。
 

○
平
成

24
年

の
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
在

り
方
検
討
委
員
会
発
足
以
来
、
業
務
改
善
が
検
討
さ
れ
、
組
織
体
制
や
事
業
運
営
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
 

○
協
会
本
部

と
支
部
の
体
制
が
整
備
さ
れ
、

業
務
及
び
会
計
管
理
が
強
化
さ
れ
た
。
 

○
会
費
管
理

の
明
確
化
に
努
め
た
。
改
正
会

計
規
程
に
基
づ
く
支
部
会
計
指
導
に
努
め
た
。
 

○
支
部
運
営

資
金
の
承
認
交
付
、
改
正
会
計

規
定
に
基
づ
く
、
本
部
・
支
部
会
計
の
統
一
化
に
係
る
会
計
指
導
の
実
施
等
支
部
へ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
体
制
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
つ
い
て
評
価
で
き
る
。
 

○
普
段
の
点

検
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○
安
全
教
育

、
能
力
向
上
教
育
な
ど
資
格
取

得
に
関
し
て
、
見
直
し
を
す
る
必
要
は
な
い
か
。
 

 （
理
事
会
・
総
代
会
等
の
開
催
）
 

○
当
初
の
計

画
通
り
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 

○
当
初
の
計

画
通
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

○
理
事
会
・

総
代
会
は
開
催
数
を
限
定
せ
ず

、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
、
事
業
計
画
、
事
業
予
算
等
協
会
運
営
の
整
備
強
化
に
対
処
さ
れ
た
い
。
 

 （
支
部
長
会
議
等
の
開
催
）
 

○
当
初
の
計

画
通
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 

○
当
初
の
計

画
通
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

○
当
該
会
議

の
開
催
の
ほ
か
、
通
信
シ
ス
テ

ム
等
の
利
用
に
よ
り
本
・
支
部
間
の
連
携
強
化
を
図
り
、
一
体
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
）
 

○
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
教
育
、

改
善
を
進
め
た
。
 

○
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
た
め
の
研
修
や
機
器
の

導
入
等
対
策
に
努
め
た
。
 

○
教
育
訓
練

、
監
査
等
の
実
施
に
よ
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
す
る
。
 

○
電
子
的
な

手
段
を
利
用
し
た
情
報
の
や
り

取
り
が
多
い
当
世
の
情
報
社
会
で
は
、
安
全
性
や
信
頼
性
の
確
保
に
当
該
事
業
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
る
。
組
織
に
お
い
て
は
、
様

々
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
対
策
の

方
針
や
規
則

が
必
要
で
あ
り
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
確
実
に
実
行
す
る
体
制
が
必
要
と
な
る
。
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【
総
合
コ
メ

ン
ト
】

 
○
平
成

29
年
度
は
、
第
12
次
災
害
防
止
計

画
の
最
終
年
に
当
た
っ
て
い
る
。
特
に
平
成
28
年
度
は
死
亡
災
害
が
多
く
発
生
し
、
平
成
29
年
度
は
、
目
標
を
超
え
る
と
い
う
危

機
感
が
あ
っ
た
。
全
体
の
取
組

も
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
、
事

業
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
結
果
は
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
計
画
目
標
を
超
え
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
事
業
と
し
て
協
会
本
部
、
支
部
一
体
と
な
り
労
働
災
害
防
止
計
画

の
達
成
に
努
力
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
新
た
な
取
組
、
分
析

、
工
夫
と
い
っ
た
こ
と
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
省
庁
は
異
な
る
が
、
林
野
庁
の
緑
の
雇
用
に
お
け
る
研
修
、
講
習
等
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

安
全
教
育
を
よ
り
徹
底
す
る

と
か
、
よ
り

一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

 
○
協
会
の
業

務
全
体
に
つ
い
て
の
改
革
に
つ

い
て
、
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
鋭
意
努
力
さ
れ
、
協
会
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
に
成
果
が
み
え
、
今
後
さ

ら
に
よ
い
結
果
が
出
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

 
○
第

12
次
労

働
防
災
計
画
の
最
終
年
度
と
し

て
、
同
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
て
労
働
災
害
防
止
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
結
果
と
し
て
死
亡
者
数

の
数
値
目
標
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
毎
回
数
値
目
標
を
立
て

努
力
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
数
値
目
標
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
で

い
る
。
今
の
事
業
の
追
随
だ
け
で
は
死
亡
災
害
ゼ
ロ
に
向
け
て
の
展
望
は
開
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 
○
事
業
課

題
全
般
を
み
る
と
、
協
会
内
の

定
常
の
事
務
的
課
題
が
多
く
、
新
た
な
展
開
を
模
索
す
る
事
業
課
題
は
少
な
か
っ
た
。
業
界
唯
一
の
機
関
と
し
て
当
協
会
の
存
在
を
積
極
的
に
示
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
協
会
の
会
員
だ
け
で

な
く
「
業

界
全
体
の
安
全
衛
生
活
動
底
上

げ
に
か
か
る
事
業
」
の
よ
う
な
業
界
全
体
を
展
望
し
た
事
業
が
必
要
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
労
働
安
全
衛
生
や
労
働
災

害
防
止
に
寄
与
す
る
事
業
展
開

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
今

後
を
見
据
え
て
労
働
安
全
衛
生
・
労
働
災
害

防
止
の
新
し
い
考
え
方
或
い
は
手
法
や
シ
ス
テ
ム
を
模
索
す
る

よ
う
な
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
事
業
に
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

 
○
協
会
の

組
織
体
制
の
見
直
し
、
本
部
・

支
部
の
連
携
強
化
が
具
現
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
効
果
が
協
会
全
体
の
業
務
運
営
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た

い
。
支
部
、
本
部
の
連
結
強
化

に
よ
っ
て
、
協
会
会
員
の
み
な

ら
ず
業
界
全

体
の
安
全
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 
○
限
ら
れ
た

人
員
や
経
費
の
中
で
よ
く
林
業

・
木
材
製
造
業
の
労
働
災
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
だ
ま
だ
重
篤
な
労
災
の
防
止
の
た
め
に
良
い
方
策
を
考
え
実
行

に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
○
森
林
環
境

税
に
対
す
る
対
策
は
ど
う
か
。

 
○
死
亡
者

数
が
な
か
な
か
減
少
し
な
い
中

で
、
死
傷
者
数
は
着
実
に
減
少
し
て
お
り
、
事
業
の
成
果
と
思
わ
れ
る
。
外
国
人
実
習
生
、
在
留
資
格
制
度
等
が
拡
充
さ
れ
る
方

向
に
あ
る
中
で
、
外
国
人
労
働

者
の
防
災
対
策
が
益
々
重
要
と

な
っ
て
い
る

。
日
本
語
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
が
、
せ
め
て
英
語
の
テ
キ
ス
ト
等
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

 
○
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
出
前
（
集
団
）
指
導
会
等
新
し
い
工
夫
も
あ
り
、
業
界
全
体
の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
大
い
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
自
主
事
業
に
つ
い
て

は
安
全
衛
生
対
策
支
援
事
業
、
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
目

標
達
成
の
た

め
の
事
業
に
お
い
て
様
々
な
取

組
が
行
わ
れ
て
お
り
評
価
し
た
い
。
そ
の
他
の
自
主
事
業
に
つ
い
て
も
、
図
書
、
講
習
会
テ
キ
ス
ト
の
製
作
等
適
時
・
適
切
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
評
価

で
き
る
。

 
 



― 46 ―

 
 

46 

 

平成３０年度 業績評価実施要領 
 

林業・木材製造業労働災害防止協会 
総合評価委員 会  

 
１ 目的 

（１）本要領は、平成１４年４月２６日に閣議決定された「特別の法律により設立される民間法人

の運営に関する指導監督基準」に基づき、林業・木材製造業労働災害防止協会（以下「協会」

という。）が実施する事業の効果的・効率的な推進を図り、もって労働災害防止の一層の向上を

図ることを目的として行う業績評価の実施に関する具体的方法を定める。 
 
（２）平成３０年度に実施する業務実績の評価は、平成２９年度に実施した事業を対象とする。 
 
２ 評価の対象事業 

業績評価の対象事業は、次の５事業区分における２１事業とする。 

１ 安全衛生管理活動事業（補助事業）（３事業） 

(1) 業界全体の安全衛生活動底上げにかかる事業 

(2) 林材業における労働災害再発防止対策事業 

(3) 実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業 

 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（補助事業）（１事業） 

(1) 振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

 

３ 安全衛生教育支援事業（自主事業）（６事業） 

(1) 安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

(2) 図書・安全衛生用具等の普及 

(3) 月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 
(4) 労働安全・労働衛生標語の募集 
(5) 安全衛生教育テキスト等作成委員会の開催 

 (6) 安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

  

４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（７事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組の実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

(5) ホームページの運営 

(6) 全国林材業労働災害防止大会等の開催 
(7) 労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

  

５ 組織体制、事業運営の整備強化（自主事業）（４事業） 

(1) 協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

(2) 理事会・総代会等の開催  

(3) 支部長会議等の開催  

(4) 情報セキュリティ対策の推進 
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＜参考＞ 

補助事業： 

広く一般国民に対して公益上必要があると認められる事業について、国等の補助金によ

り実施した事業。 

自主事業： 

協会の趣旨・目的に沿って、自主財源により実施した事業。 

 
３ 評価の方法 

（１）評価方式は、個別事業ごとの評価、事業区分ごとの評価及び全体を通じた総合評価とする。 

ア 個別事業評価及び事業区分評価は、上記２の２１事業、５事業区分について、それぞれ、

次の観点を総合的に勘案して行う。 

（ア）事業目的は達成されているか。 

（イ）効率的かつ適正な事業運営となっているか。 

（ウ）事業場等の自主的な労働災害防止活動の促進に寄与しているか。 

（エ）専門性を活かした事業の推進は図られているか。 

（オ）調査研究事業にあっては、その成果が事業場における安全衛生の推進に役立つ課題とな

っているか。 

イ 自主事業のうち収益事業については、上記アに事業基盤の強化に繋がっているかを加え、評

価を行う。 

ウ 総合評価は、ア及びイの個別事業評価及び事業区分評価の結果を踏まえ、協会の設立目的

に照らし、事業活動の全般について、次の観点から見た寄与度について行う。 

（ア）労働災害の防止 

（イ）財政基盤の強化 

 

（２）評価の区分 

評価は、次の評価区分（５段階）とし、数字で表す。 

大変良い ５ 

良い ４ 

普通 ３ 

やや不十分である ２ 

不十分である １ 

 

（３）評価の手順等 

ア 事務局における事前の資料作成 

業績評価の対象となる事業の実績に関する資料を作成する。 

数値化できるものは数値化し、自己評価点及び必要に応じてその評価点を付けた理由を記

入した業績評価シート（別紙１）を作成する。 

イ 委員への資料送付等 

（ア）事務局で作成した資料（災害状況報告、収支計算書及び関連資料を含む。）を総合評価委

員会（以下「委員会」という。）委員あて事前に送付する。 

（イ）各委員は、委員コメント表（別紙２）に、事業ごとのコメント及び総合コメントを記入

して事務局に送付する。 

（ウ）委員のコメントを、個別事業ごとに整理して、委員会に資料として提出する。 

ウ 委員会による評価 

委員会は、事務局から事前送付された資料、各委員の個別事業ごとのコメント、総合コメ

ント及び事務局からの事業報告を基に議論を行い、委員会としての評価を行う。 

具体的には、 
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（ア）委員会は、事務局からの事業報告を受けた後、各委員は業績評価表（別紙３）を作成し、

事務局に提出する。 

（イ）事務局は、各委員から提出された業績評価表を集計し、平均値を算出して委員会に提出

する。 

平均値は、各委員の評価点の合計を、委員数で除し、小数点第２位を四捨五入する。 

（ウ）委員会は、事務局から提出された業績評価表の平均値を基に議論を行い、業績評価総括

表（別紙４）を作成する。 

（エ）委員会としての業績評価報告書（事業区分評価、総合評価及び総括的コメントにより構

成されるもの。）を作成し、後日、会長に提出する。 

 

（注１）総括的コメントは、委員長一任とし、各委員のコメント及び委員会での議論を基

に作成する。 

 

 

４ 平成３０年度委員会スケジュール 

下記日程により実施する。 
平成３０年 ７月１９日   第１回委員会開催 
平成３０年 ９月 下 旬   平成２９年度事業業績評価シートを委員に送付 
平成３０年１１月 上 旬   各委員から委員コメント表を事務局へ送付 
平成３０年１２月７日     第２回委員会開催 
平成３１年 １月      業績評価報告書作成（印刷） 


